
ごあいさつ 

 

福島県安達郡大玉村は、福島県のほぼ中央に位置し、日本百名山の一つであ

る標高 1,700ｍの安達太良山の裾野に拡がる自然豊かな村です。また、歴史にお

いても旧石器時代の石器が発見されて、古くから人々の暮らしが営まれ、多く

の歴史や文化が育まれている村です。 

大玉村は、近年の定住化施策等により、昭和55年(1980)の国勢調査以降着実

に人口増加を続けています。平成26年(2014)には、「日本で最も美しい村」連合

に加盟しました。また、平成27年には、ペルー共和国の空中都市として有名な

マチピチュ村と友好都市協定を締結しました。 

この度は大玉村の豊かな歴史や文化を活かし、地域振興、観光振興を目的と

して、豊かな歴史や文化を住民の地域への理解、地域に対する誇りの向上を醸

成し、さらに、歴史や文化の魅力を村内外へ発信するために「大玉村歴史文化

基本構想」を策定いたしました。 

本構想が、村の目指す将来像「小さくとも輝く 大いなる田舎 大玉村」の実

現と、「ふるさとを大切にし、伝統や文化を継承し、さらに新しい文化を創る」

ふるさと文化の振興の原動力になることを願っています。 

最後に、本構想の策定にあたり、大玉村歴史文化基本構想等策定委員会の皆

様をはじめ、ご協力をいただきました村民の皆様に、心からお礼を申し上げま

す。 

 

平成 30年 3月 

大玉村長   押  山  利  一 
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第１章 歴史文化基本構想の背景と目的 

 

第１節 策定の背景と目的 

大玉村では、安
あ

達
だ

太
た

良
ら

山
やま

の麓に自然・歴史・暮らしが脈々と引き継がれ、産業、民俗芸能、伝承、

風俗慣習など数々の文化財が住民の暮らしの中で、古くから大切に守られ受け継がれてきました。こ

れら全ての文化財は地域への誇りや愛着を育む源となってきました。今回歴史文化基本構想の策定に

当たり指定・未指定に関わらず村の全ての文化財を「おおたま遺産」として捉えることとしました。 

平成 19年(2007)10月 30日の文化審議会文化財分科会企画調査会報告書において「歴史文化基本構

想」が提唱されました。この構想は、国・県・村の文化財指定や未指定にかかわらず、文化財の価値

を総合的に把握し、それらの関連する文化財と周辺環境を一体として保護することが必要とされてい

ます。 

大玉村においては、近年の定住化施策や東日本大震災による被災地からの流入等によりわずかなが

ら人口が増加しています。これにより新たなコミュニティの形成、核家族化による世帯数の増加が、

地域のコミュニティの維持を難しくしています。豊かな「おおたま遺産」を次世代に引き継ぎ、地域

振興、観光振興など様々な側面において、貴重な景観、民俗芸能、年中行事を維持・継承するため、

歴史文化基本構想の策定とこの構想に基づいたむらづくりを進めることとしました。 

大玉村では、この提言に基づき、住民一人ひとりが村の豊かな自然や歴史、文化を学び、ふるさと

に愛着を持ち魅力的な村づくりを実現するために、平成26年に文化財保護審議委員・関係各団体・公

募による委員・村関係各部からなる大玉村歴史

文化基本構想等策定員会を設置しました。この

委員会において文化財を総合的に把握し、有

形・無形、指定・未指定にかかわらず様々な文

化財を歴史的・地域的関連性に基づき一定のま

とまりとして捉え、住民の地域への理解、地域

に対する誇りの向上、地域との連携協力の推進、

行政内との連携の促進を醸成し、文化財とその

周辺環境も含めた総合的な保存・活用のマスタ

ープランとして策定しました。 村南東部から望む安達太良山 
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第２節 策定の経緯と体制 

 

 大玉村では、構想策定に当たり、学識経験者、住民代表、行政を構成員とする「大玉村歴史文化基

本構想等策定委員会」を平成26年(2014)に設置し、学識経験者からなる「専門委員会」も平成27年に

設置しました。 

 なお、平成27年度から３ケ年は文化庁による歴史文化基本構想支援事業の採択を受け、調査や構想

策定を実施しました。 

 

表１ 大玉村歴史文化基本構想等策定の経緯 

開催日 委員会等 協  議  内  容 

H26.12.12 

(金) 
第１回策定委員会 ○委員長・副委員長選任 大玉村のイメージの確認 

H27.2.23 

(月) 
第２回策定委員会 

○歴史文化基本構想策定テーマと村のイメージの意見交換 

○村は，安達太良山の麓に所在すること。多くの恵みを安達太良山から受け

ていること。また、自然に恵まれ，歴史・暮らしが脈々と引き継がれている

ことから、大玉村の指定・未指定文化財を６つの視点から自然 歴史 産業 民

俗芸能 伝承 風俗慣習に整理することとした。 

H27.5.25 

(月) 

第３回策定委員会 

 

○歴史文化基本構想策定テーマと村のイメージの確認 

○専門委員会設置の承認と８名の選任 

H27.8.3 

(月) 
第１回専門部会 

○大玉村の指定・未指定文化財「おおたま遺産」とし、「おおたま遺産」の

自然 歴史 産業 民俗芸能 伝承 風俗慣習の細部分類整理 

H27.10.14 

(水) 
第４回策定委員会 ○歴史的風致維持向上計画策定を行った福島県伊達郡国見町視察研修 

H27.12.21 

(金) 
第２回専門部会 

○国見町の視察研修について意見交換 

○「おおたま遺産」について整理検討 

H28.3.18 

(金) 
第５回策定委員会 ○歴史文化基本構想策定進捗状況の報告 

H28.7.4 

(月) 
第３回専門部会 ○報告書構成の検討 

H28.9.6 

(火) 
第４回専門部会 

○歴史文化基本構想のテーマ設定 

「安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村」(案) 

H28.11.14 

(月) 
第５回専門部会 

○保存活用区域の検討  

○報告書構成の検討 

H28.12.16 

(金) 
第６回専門部会 

○歴史文化基本構想(案)の確認 

○歴史文化基本構想講演会について 

H29.1.22 

(日) 
講演会 

○安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村 

～さまざまな文化財を関連づけて、物語を作る～ 

 講師：大玉村歴史文化基本構想等策定委員会 委員長 懸田 弘訓 

H29.2.13 

(月) 
第７回専門部会 ○大玉村歴史文化基本構想(案)の確認 

H29.2.27 

(金) 
第６回策定委員会 ○大玉村歴史文化基本構想(案)の確認 
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表２ 大玉村歴史文化基本構想等策定委員会 

氏   名 区   分 役   職 備   考 

懸 田 弘 訓 
学識経験者 

(無形民俗) 
文化財保護審議委員 

委員長 専門部会副会長 

H26.12.12～H29.3.31 

押 山 雄 三 
住民・学識経験者 

(考古) 
文化財保護審議委員 

副委員長 専門部会会長 

H26.12.12～H29.3.31 

遠 藤  久 
住民・学識経験者 

(建築) 
文化財保護審議委員 

専門部会員 

H26.12.12～H29.3.31 

日下部善己 
学識経験者 

(考古) 

文化財保護審議委員 

ふるさとホール館長 

専門部会員 

H26.12.12～H29.3.31 

斎 藤 勝 男 
学識経験者 

(植物) 
文化財保護審議委員 

専門部会員 

H26.12.12～H27.12.21 

武 田 喜 市 
住民・学識経験者 

(民俗) 

文化財保護審議委員 

文化財調査委員 

専門部会員 

H26.12.12～H29.3.31 

村 川 友 彦 
学識経験者 

(有形民俗) 
文化財保護審議委員 

専門部会員 

H26.12.12～H29.3.31 

渡辺敬太郎 
住民・学識経験者 

(近世) 

文化財保護審議委員 

文化財調査委員 

専門部会員 

H26.12.12～H29.3.31 

青 木 秋 男 住民 文化団体連絡協議会長 H28.4.1～H29.3.31 

伊 藤 善 三 住民 老人クラブ連合会長 H26.12.12～H27.3.31 

大 戸  隆 住民 老人クラブ連合会長 H27.4.1～H29.3.31 

北 澤 壽 夫 住民 区長会長 H28.4.1～H29.3.31 

國 分 初 男 住民 区長会副会長 H28.4.1～H29.3.31 

後藤みづほ 住民 
社会教育委員 

森の民話茶屋店主 
H26.12.12～H29.3.31 

斎 藤  泉 住民 商工会長 H26.12.12～H29.3.31 

斎 藤  徹 住民 区長会長 H26.12.12～H28.3.31 

佐 原 三 郎 住民 文化団体連絡協議会長 H26.12.12～H28.3.31 

橋 本  清 住民 公募委員 H27.2.23～H29.3.31 

松 井 博 次 住民 区長会副会長 H26.12.12～H28.3.31 

村 上  好 住民 公募委員 H27.2.23～H29.3.31 

 

 

第２節 策定の経緯と体制 

 

 大玉村では、構想策定に当たり、学識経験者、住民代表、行政を構成員とする「大玉村歴史文化基

本構想等策定委員会」を平成26年(2014)に設置し、学識経験者からなる「専門委員会」も平成27年に

設置しました。 

 なお、平成27年度から３ケ年は文化庁による歴史文化基本構想支援事業の採択を受け、調査や構想

策定を実施しました。 

 

表１ 大玉村歴史文化基本構想等策定の経緯 

開催日 委員会等 協  議  内  容 

H26.12.12 

(金) 
第１回策定委員会 ○委員長・副委員長選任 大玉村のイメージの確認 

H27.2.23 

(月) 
第２回策定委員会 

○歴史文化基本構想策定テーマと村のイメージの意見交換 

○村は，安達太良山の麓に所在すること。多くの恵みを安達太良山から受け

ていること。また、自然に恵まれ，歴史・暮らしが脈々と引き継がれている

ことから、大玉村の指定・未指定文化財を６つの視点から自然 歴史 産業 民

俗芸能 伝承 風俗慣習に整理することとした。 

H27.5.25 

(月) 

第３回策定委員会 

 

○歴史文化基本構想策定テーマと村のイメージの確認 

○専門委員会設置の承認と８名の選任 

H27.8.3 

(月) 
第１回専門部会 

○大玉村の指定・未指定文化財「おおたま遺産」とし、「おおたま遺産」の

自然 歴史 産業 民俗芸能 伝承 風俗慣習の細部分類整理 

H27.10.14 

(水) 
第４回策定委員会 ○歴史的風致維持向上計画策定を行った福島県伊達郡国見町視察研修 

H27.12.21 

(金) 
第２回専門部会 

○国見町の視察研修について意見交換 

○「おおたま遺産」について整理検討 

H28.3.18 

(金) 
第５回策定委員会 ○歴史文化基本構想策定進捗状況の報告 

H28.7.4 

(月) 
第３回専門部会 ○報告書構成の検討 

H28.9.6 

(火) 
第４回専門部会 

○歴史文化基本構想のテーマ設定 

「安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村」(案) 

H28.11.14 

(月) 
第５回専門部会 

○保存活用区域の検討  

○報告書構成の検討 

H28.12.16 

(金) 
第６回専門部会 

○歴史文化基本構想(案)の確認 

○歴史文化基本構想講演会について 

H29.1.22 

(日) 
講演会 

○安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村 

～さまざまな文化財を関連づけて、物語を作る～ 

 講師：大玉村歴史文化基本構想等策定委員会 委員長 懸田 弘訓 

H29.2.13 

(月) 
第７回専門部会 ○大玉村歴史文化基本構想(案)の確認 

H29.2.27 

(金) 
第６回策定委員会 ○大玉村歴史文化基本構想(案)の確認 
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氏   名 区   分 役   職 備   考 

武 田 好 廣 行政 教育部長兼教育総務課長 H26.12.12～H27.3.31 

佐々木正信 行政 教育部長 H27.4.1～H28.3.31 

菅 野 昭 裕 行政 教育部長 H28.4.1～H29.3.31 

遠 藤 勇 雄 行政 総務部長 H26.12.12～H27.3.31 

鈴 木 幸 一 行政 産業部長・総務部長 
H26.12.12～H27.3.31 産業部長 

H27.4.1～H29.3.31 総務部長 

舘 下 憲 一 行政 産業建設部長 H27.4.1～H29.3.31 

関  敦 司 
オブザーバー 

行政(文化財) 
県文化財課文化財副主査 H26.12.12～H28.3.31 

角 田 英 明 
オブザーバー 

行政(文化財) 
県文化財課文化財主査 H28.4.1～H29.3.31 

 

事務局 

氏   名 役   職 備   考 

菅 野 昭 裕 生涯学習課長 H26.12.12～H28.3.31 

後 藤  隆 生涯学習課長 H28.4.1～H29.3.31 

戸 田 伸 夫 
生涯学習課 

文化振興係長 
H26.12.12～H29.3.31 
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第３節 構想の位置付け 

  本構想は、大玉村第４次総合振興計画に位置付けられている、各種計画との整合性と連携を図りながら定

めるものです。 

  また、本村では構想のテーマを村の将来像「小さくとも輝く 大いなる田舎 大玉村(村振興計画)」、及びに

「おおたま遺産」が安達太良山からの恵みにより生み出されていることから「安達太良山とともに生きる輝

かしい大玉村」としました。 

 

図１ 構想の位置付け図 
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第２章大玉村の概況 

第 1 節自然的環境・地理的環境 

 

第１項 位置 

 大玉村は、福島県中通り地方のほぼ中央に位置し、郡山市、二本松市、本宮市と接しています。

福島市、郡山市のほぼ中間の位置にあります。国道４号をはじめ、東北自動車道が南北に走ってい

ます。 

また、平成 30 年(2018)は、戊辰戦争 150 周年・明治 150 年を迎えます。本村は戊辰戦争の一つ

会津戦争の最前線となりました。これは本村から会津へ通じる母成
ぼ な り

街道、石
いし

筵
むしろ

街道の存在があっ

たためです。現在周辺の史跡や旧街道の整備を進めています。また、その他の大きな街道は、古代

においては東山道、近世においては奥州道中が、阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

に沿って北上します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 福島県の３地方 

図３ 福島県の市町村図  
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図６ 江戸時代末期の周辺地域主要道路図 

図４ 大玉村への交通網 図５ 村内の交通網 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 江戸時代末期の周辺地域主要道路図 

図４ 大玉村への交通網 図５ 村内の交通網 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 江戸時代末期の周辺地域主要道路図 

図４ 大玉村への交通網 図５ 村内の交通網 

東北自動車道

国道４号

東北本線

奥州道中

大玉村飛地
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図８ 地質図 

第２項 地形・地質 

村は朝日・飯
いい

豊
で

山系に属します。朝日連峰は山形・新潟の２県にまたがり、飯豊連峰は福島・山

形・新潟の３県にまたがります。 

西部は標高1,700ｍの安達太良山に接し、標高250ｍ～300ｍの平坦部、300ｍ～500ｍの中山間部、

500ｍ～1,700ｍの山間部に分かれ、平坦部に水田が形成されています。 

河川は安達太良山から流れ出る杉田川・百日川・安達太良川・七瀬川があります。杉田川・百日

川・安達太良川は平坦部の扇状地を形成しています。 

地質は、山間部が主に火山岩層、平坦部が沖積層となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/50,000地質図幅「二本松」GISデータ（産総研地質調査総合センター） 

（https://gbank.gsj.jp/datastore/download.php?sk=2&key=%E4%BA%8C%E6%9C%AC%E6%9D%BE&sf=&so=）を使用し、大玉村が加筆修正したものである。 
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第３項 気候 

年間平均気温は、約 12℃と県内では比較的温暖な地域です。最高気温は 35℃程、最低気温は零

下 10℃程です。 

 年間降水量は、約 1,300 ㎜であり、７～９月に降水量が多くなっています。 

 降雪量は、山間部で約 30㎝（最深積雪量）あるものの、平坦部においては約 10㎝と比較的少な

く、初霜は例年 10月下旬、終霜４月下旬です。 

 また、冬季の安達太良山から吹きおろす風は厳しいものがあります。 
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図 10 月合計降雨量 
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図 11 植生図 

第４項 植生 

 植生は、落葉広葉樹林帯を中心として。標高 600ｍを境に低地にはコナラを中心とした森林帯、

600ｍより高地にはブナ帯となります。さらに 1,300ｍ以上で風が強いところはキタゴヨウなど亜高

山性の低木や草木の群落となっています。また標高 600ｍを境に低地ではスギ、ヒノキが、高地で

はカラマツが多く植林されています。 

 

 

 

1/50,000 植生図「二本松」GISデータ(環境省生物多様性センター)を使用し、 

大玉村が作成・加工したものである。(http://www.biodic.go.jp/vg_map/one-to-fifty-thousand/index.htm) 
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 村の花は桜です。これは、昭和 11年に国指定天然記念物とされた「馬場ザクラ」をはじめ、由緒

ある桜が数多くあるためです。また、村の木は松です。これは安達太良山一帯にゴヨウマツが生育

し、その他の山林にもスギ、アカマツが多く植えられ、さらに、庭木としても親しまれ、その雄大

さと尊さは、限りなく発展続ける村を象徴としているためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５項 動物 

村は朝日・飯豊山系に属し山間部には、特別天然記念物カモシカも生息します。 

村の鳥は、キジです。これは、その姿が気品高く、輝かしい村を象徴しているためです。 

  

 

桜 

キジ 

松 

キジカモシカ
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第２節 社会的環境 

第１項 人口・世帯数の推移 

国勢調査によると、平成 27 年(2015)は人口 8,684 人、世帯数 2,614 世帯、一世帯当たり人員は

3.32 人となっています。人口総数は昭和 35年(1960)から昭和 50年にかけて減少しましたが、その

後は村定住化施策等により増加を続けております。世帯数も増加の状態が続いております。 

 国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計（平成 25 年 3 月推計）によると、大玉村の

人口は平成 27年をピークに減少し、2060 年には 6,587 人となり、ピーク時の 75.9％まで減少する

ものと見込まれています。 
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第２項 産業構造 
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産業が 33.6％、第３次産業が 54.0％になっており、第３次産業を中心とした村に移行しています。 

本村の産業は、古くから稲作を中心に営まれ、また、森林資源に恵まれていることから江戸時代

から昭和 30 年代までは木炭の生産、屋根材となるカヤの販売も行っていました。また、明治期か

ら昭和 30 年代までは稲作を補完するものとして養蚕業も行われていました。現在でも恵まれた耕

地に稲作が行われ、品質の良いお米が特産品として有名です。 

平成 26年度の製造業の状況をみると、製造品出荷額は、鉄鋼業(３事業所)が約 50％、電子部品・

デバイス・電子回路製造業が(３事業所)が 15％、プラスチック製品製造業(４事業所)が約５％で、

全体の７割を占めています。従業員数も前述の 10事業所で、全体の雇用の６割を創出しています。

従業員数は、近年ほぼ横ばいになっていますが、製造品出荷額については平成 24 年までは順調に

増加を続けてきましたが、平成 25 年には復興事業の落ち着きもあり前年比７割程度に落ち込みま

す。また、平成 26年度には回復傾向に転じています。 
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第３項 観光 

 代表的な観光施設は、オートキャンプ場の「フォレストパークあだたら」と温泉宿泊施設の「ア

ットホームおおたま」です。利用客は、「フォレストパークあだたら」が県内外から広く利用され、

「アットホームおおたま」は地元に密着した施設となっています。また、宿泊施設としては、「大

玉温泉金泉閣」、「大玉リゾートヒルズ(大玉カントリークラブ)」があります。 

観光客の入込客数をみると「アットホームおおたま」は、平成 23 年(2011)の東日本大震災によ

る避難者受け入り施設となり、宿泊機能が一時停止したため例年より落ち込みましたが、その後は

５万人台を記録しています。なお、「フォレストパークあだたら」は平成 23年以前のデータがあり

ませんが、震災による影響は「アットホームおおたま」と同様と思われます。 

また、観光資源としては、国指定天然記念物「馬場ザクラ」、村指定天然記念物「相応寺のしだ

れ桜」、遠藤ヶ滝などがあります。 
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第４項 村の成り立ち 

  村は、江戸時代から図のような変遷を経て昭和の大合併で大玉村が成立しました。また、平成の

大合併においては合併の道は選ばずに、「小さくとも輝く 大いなる田舎 大玉村」を村の将来像と

して歩んでいます。また、現在も大山地区と玉井地区がありますが、特徴に大きな差異はありませ

ん。 

また、平成の大合併により延喜６年(906)から続く「安達郡」は本村一村のみとなりました。 

なお、玉井字馬場平地区には大玉村飛地がありますが、詳細な成り立ちについては把握できてい

ません。 

 

 
 

 

 
 

 

 

図 18 大玉村の変遷図 

図 19 大玉村の江戸時代領域図 
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第３節 歴史的背景 

 
第 1 項 原 始  

大玉村に人間が住みはじめたのは、採集された石器の様相から、旧石器時代と考えられていま

す。この時期は、気候が冷涼な氷河期であり、日本列島はユーラシア大陸と陸続きで、マンモス、

ナウマンゾウやオオツノジカ等が生息し、地表には針葉樹林が広がっていました。大山の大皿久

保遺跡や馬場平Ａ遺跡からはこの時代の石器が地表面から採集されており、人の存在が想定され

ています。  

(１)縄文時代  

今から 12,000 年程前、氷河期が終了し地球が温暖化すると海面が上昇し、ユーラシア大陸との

陸橋が海底に没して四方を海に囲まれた日本列島が形成されます。縄文時代の始まりです。狩猟

用具の弓矢や煮炊き具の縄文土器の使用がその特色です。 

この時代になると、大玉村では安達太良山麓や河川沿いの台地等に 30 か所程の遺跡が存在し

ており、人々は盛んに狩猟・採集・漁労の生業活動を展開し、

集落を形成していました。安達太良山麓丘陵部に位置する台

田遺跡や山崎後遺跡は、縄文時代中期の後半期の複式炉を有

する代表的な大規模縄文集落です。この複式炉や調理用具の

発見から、これらの遺跡の人々は、堅果類採集や灰の量産そ

して堅果類等のアク抜き作業を活発に行い、食料を比較的安

定して確保できるこの地に定着しました。 

今日、当地域の人々が普遍的に持っている山菜や堅果類の

弁別・採集・食用化の技術は、これらの遺跡の人々が、自然

への多様な働きかけを行った結果、発見・獲得したものが、

代々伝えられてきたものといえます。 

 (２)弥生持代 

アジア大陸から稲作が伝来すると、我が国の社会は、稲作農耕社会へと大転換しました。生産

経済段階へと移行・定着していくこの時代を弥生時代と呼び、今から 2,300 年程前から高塚式の

古墳が形成される古墳時代開始の 1,700 年程前までの、約 600 年間を指します。 

稲作が開始された弥生時代の遺跡は 20 か所程ありますが、他地域に比べて極めて分布密度が高

く、当時の当地域における高度な生産力の反映であり、後の古墳時代への発展を予見させます。

それは弥生時代の中心地として繁栄したことを示しています。

弥生時代の人々は、水田耕作をするために平地へと進出し、

低湿地の水田に隣接した微高地に集落を営みました。諸田遺

跡からは弥生土器や土坑群等が発見されています。破橋(間

尺)遺跡からは、弥生時代の住居跡が発見され、当時の稲作

を証明する「籾」の痕跡のある土器底部や籾入れと考えられ

る壺形土器等が出土しています。下高野遺跡は弥生時代中期

の共同墓地跡で、土坑墓やそこに供献された底部に穿孔のあ

る壺形土器等が発見されています。下高野遺跡や諸田遺跡か

らは稲作を証明する貴重な炭化米が発見され、両遺跡出土土

器は、東北南部の弥生時代の時期等を示す基準の一つであり、

「下高野式土器」・「諸田式土器」と呼ばれます。 

縄文時代の矢ジリ 

籾の痕跡のある土器 

アスファルトの付着した矢じり
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第２項 古 代 

(１)古墳時代 

稲作農業を中心とした弥生社会は、やがて大きな富の蓄積を促します。３世紀半ばを過ぎると

強い権力を握った支配者が出現し、濠を掘った高塚式の前方後円墳等が造営されます。古墳時代

の開始です。当地域でも、古墳時代に属する遺跡は大変多く、古墳や集落など 42 か所あります。

弥生時代には平地に集中した集落は、この時代には平地はもちろん山麓方向にもさらに拡散し、

遺跡数が増大(人口増)します。稲作農業の大きな発展が読み取れます。 

時代を象徴するのが、中通り最古とされる傾城壇古墳や二子塚古墳の前方後円墳です。傾城壇

古墳は、村の北東の標高約 293m の丘陵頂部に位置する全長 41m の前方後円墳で、当地全域を一望

できます。古墳時代前期の３世紀代末まで遡るとされ、現在、中通り地方では最古、東北地方で

も最古級の前方後円墳の一つと考えられています。二子塚古墳は、東北自動車道路の東側に所在

する前方後円墳です。大玉平地の中央部に位置し、全長 52.6m です。これまで古墳時代後期の古

墳と想定されてきましたが、近年は、時期的に４世紀代まで遡る可能性やより大規模な古墳であ

った可能性が指摘されています。 

大玉村内の古墳には埴輪を持つものがあります。５世紀

から６世紀にかけての、谷地古墳群・金山古墳・久遠壇古

墳・産土古墳等が知られており、家形・人物・馬形の形象

埴輪や朝顔形埴輪・円筒埴輪が発見されています。 

このように大玉村は、傾城壇古墳をはじめとして、中通

り北・中部の古墳集中地域の一つであり、古墳時代開始か

ら、当地が安達の政治の中心地域であったことを示してい

ます。 

高台にある上ノ台遺跡では、古墳時代前期の竪穴住居から

地床炉(囲炉裏)、貯蔵穴、４本の主柱が発見されました。当

地域中央部の微高地にある住吉Ｂ遺跡は、古墳時代の集落であり、平面が長方形状を呈し、火災

に遭った竪穴住居が知られています。カマドが敷設され、貯蔵穴を持っています。甑も出土し、

米を煮るだけではなく蒸かすことができるようになったことを示しています。 

(２)奈良・平安時代 

古代には、安達太良山頂に安達嶺の神が宿り、大同２年

(807)には、安達太良山眉岳(前ヶ岳)に、南都、法相宗の僧

徳一(徳溢)によって相応寺が創建されたと伝わります。 

延喜６年(906)には、安積郡を割いて安達郡が置かれます。

当時の安達郡家(安達郡役所)は、二本松市杉田の郡山台遺跡

です。古墳時代には大玉に所在した安達の中心地は、奈良時

代から平安時代にかけてこの郡山台へと遷りました。 

しかし、この時代も大玉の大地には確実に先人の歴史が刻

まれており、元相応寺亀山には、古代の礎石建物が建立され

ており、墨書「寺」のある土師器の存在も知られています。 
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の開始です。当地域でも、古墳時代に属する遺跡は大変多く、古墳や集落など 42 か所あります。

弥生時代には平地に集中した集落は、この時代には平地はもちろん山麓方向にもさらに拡散し、

遺跡数が増大(人口増)します。稲作農業の大きな発展が読み取れます。 

時代を象徴するのが、中通り最古とされる傾城壇古墳や二子塚古墳の前方後円墳です。傾城壇

古墳は、村の北東の標高約 293m の丘陵頂部に位置する全長 41m の前方後円墳で、当地全域を一望

できます。古墳時代前期の３世紀代末まで遡るとされ、現在、中通り地方では最古、東北地方で

も最古級の前方後円墳の一つと考えられています。二子塚古墳は、東北自動車道路の東側に所在

する前方後円墳です。大玉平地の中央部に位置し、全長 52.6m です。これまで古墳時代後期の古

墳と想定されてきましたが、近年は、時期的に４世紀代まで遡る可能性やより大規模な古墳であ

った可能性が指摘されています。 

大玉村内の古墳には埴輪を持つものがあります。５世紀

から６世紀にかけての、谷地古墳群・金山古墳・久遠壇古

墳・産土古墳等が知られており、家形・人物・馬形の形象

埴輪や朝顔形埴輪・円筒埴輪が発見されています。 

このように大玉村は、傾城壇古墳をはじめとして、中通

り北・中部の古墳集中地域の一つであり、古墳時代開始か

ら、当地が安達の政治の中心地域であったことを示してい

ます。 

高台にある上ノ台遺跡では、古墳時代前期の竪穴住居から

地床炉(囲炉裏)、貯蔵穴、４本の主柱が発見されました。当

地域中央部の微高地にある住吉Ｂ遺跡は、古墳時代の集落であり、平面が長方形状を呈し、火災

に遭った竪穴住居が知られています。カマドが敷設され、貯蔵穴を持っています。甑も出土し、

米を煮るだけではなく蒸かすことができるようになったことを示しています。 

(２)奈良・平安時代 

古代には、安達太良山頂に安達嶺の神が宿り、大同２年

(807)には、安達太良山眉岳(前ヶ岳)に、南都、法相宗の僧

徳一(徳溢)によって相応寺が創建されたと伝わります。 

延喜６年(906)には、安積郡を割いて安達郡が置かれます。

当時の安達郡家(安達郡役所)は、二本松市杉田の郡山台遺跡

です。古墳時代には大玉に所在した安達の中心地は、奈良時

代から平安時代にかけてこの郡山台へと遷りました。 

しかし、この時代も大玉の大地には確実に先人の歴史が刻

まれており、元相応寺亀山には、古代の礎石建物が建立され

ており、墨書「寺」のある土師器の存在も知られています。 

 

 

 

 

 

谷地古墳出土円筒埴輪 

木造徳溢大師坐像 
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第３項 中 世 

椚山館をはじめ菊地館(高屋敷)、南小屋館、下館、勘解由館、後川館、玉井城等、多くの城館

が造営されました。また、戦国期には、玉井城をめぐる攻防を始め、仙道(中通り)と会津の接点

として、大玉は戦略上重要な位置を占めていました。 

 明徳２年(1391)から明徳４年の間に、畠山国詮が引退し、三男満泰が惣領として二本松畠山氏

家督を相続しました。さらに二本松畠山氏は、西安達各所に広く根を張って領地を拡大し支配体

制を整えていったと考えられます。長子満国が川崎大将内(赤坂館)領主となり川崎殿と、次男満

詮が本宮城を築き、鹿子田の家を継いで本宮殿と号しました。 

さらに四男氏泰が、椚山に新たに城を築いて新城氏と称しました。この氏泰が、椚山新城氏の

初代となり、以後、泰時、氏重、盛継、直継、信常の六代が、ここに居を構えて当地域を開発・

経営します。 

 やがて時は流れ、玉井城には、大河内(玉井)日向守という人物がいたと伝えられています。 

 さて、天文 11 年(1542)伊達晴宗が、父稙宗を桑折西山城に幽閉したことから、伊達稙宗・晴宗

父子の争いである天文の乱が起こり南奥州は争乱の時代となりました。天文 14 年２月 22 日、稙

宗方の二本松畠山義氏に本宮城が攻められたとき、玉井は本宮救援には出向かず両者間が疎遠に

なったといわれます。翌年６月４日、義氏の攻撃に持ちこたえられなくなった本宮宗頼は本宮城

を放棄し、岩城へ走りました。また、天文 17 年には玉井城が攻められ、玉井紀伊守は一時本領を

奪われましたが、後に復帰します。 

 天正 13 年(1585)11 月伊達政宗

は二本松攻めにあたり、玉井城に

は白石宗実を配置しました。天正

14 年椚山の第六代新城信常は、政

宗の攻撃による二本松落城の折、

二本松畠山氏の国王丸を引き連れ

て会津に逃れたとされます。 

 その後二本松城を与えた伊達成

実に対して、政宗は天正 15 年玉

井・本宮には三、四千の敵兵の来

襲にも迎撃できるような心づもり

で城砦の普請に努めるように、と指示しています。 

やがて葦名攻めの前哨戦ともいえる「玉井合戦」が始まります。天正 16 年 2 月 12 日、大内備

前や安子ヶ島等の兵が再び苗代田へ侵入したため、恐れた太田(青田)・荒井の者が玉井に籠城し

ました。３月 23 日には、高玉と太田主膳が玉井の近所に侵入しましたが討ち取られました。同じ

くこの時、玉井方面に出陣した元玉井の住人玉井日向守以下 300 人も伊達成実方に打ち取られ、

玉井氏の失地回復はなりませんでした。 

なお、玉井城は、海抜約 246ｍ、比高 10ｍ程の玉井字館に位置します。現在、私たちの前にそ

の姿はありませんが、昭和 40 年(1965)代までは、城の曲輪(郭)や土塁は畑や道路、堀は水田や池

になっていました。 

 この玉井城跡は、内堀の幅は、8.6ｍ～13ｍ、外堀は 4.6ｍ程、また、前面の川沿いの低地に面

した南側の土塁幅は、5.4ｍ程でした。最大時は、東西 600ｍ以上の規模を有していたと想定され

ています。  

 

 

図 20 玉井城復元図 
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第４項 近 世 

 天正 18 年(1590)、豊臣秀吉の奥羽仕置によって、政宗は本県域の領地を没収され、新たに蒲生

氏郷に与えられました。文禄 3 年(1594)検地の蒲生領高目録によれば、大玉村域の石高は、玉井

3,027 石余、大江 2,050 石余、椚山 765 石余でした。当地域は、蒲生氏郷以後、上杉、蒲生、加

藤、松下の支配下に入りましたが、寛永 20 年(1643)、丹羽光重の二本松入部により支配機構が定

まりました。 

二本松藩では領内村々を組に分けて支配し、西安達は渋川、杉田、本宮、玉井の各組としまし

た。当村の玉井、上大江、下大江、大江新田、椚山の五つの村は、箕輪・原瀬・永田・深堀小屋

各村と共に玉井組に含まれました。江戸期の大玉の各村々の状況について以下に記します。 

 玉井村は、現大玉村の南東部及び西半分を占め、西は石筵に接します。元禄 13 年(1700)には、

家数 384、人数 2,067(内下人 121)、馬 350 で、文久２年(1861)では、本田高 3,909 石余、新田高

971 石余、家数 333、人数 1,754(男 927、女 830)、馬 121 です。名主は３名です。 

 稲作の他に、畑作物(桑、大豆・小豆、大根、蕎麦)、薪炭、萱、山菜(ウド、蕨、竹の子、栗、

きのこ)などが現金収入源でした。 

上大江村(かみだいえむら、かみおおえむら)は、玉井村の東に位置します。積達大概録による

と、本田高 1,020 石余、新田高 169 石余、家数 114 でした。文久２年には、本田高 1,026 石余、

新田高 169 石余、家数 83、人数 405(男 207、女 198)、馬 47 でした。 

下大江村は、上大江村の東に位置します。寛永 19 年には 1,025 石余、文久３年では、本田高

1,061 石余、新田高 107 石余、家数 61、人数 291(男 150、女 141)、馬 36 でした。 

大江新田村は、大江村が上下に分離した時、大江新田として立村しました。上下大江村と椚山

村に囲まれています。寛永 19 年の石高は、820 石と 349 石の二筆に分けて記されています。文久

３年では、石高 811 石余、家数 70 であり、文久２年では、高 811 石余、家数 46、人数 261(男

136、女 125)、馬 36 です。 

椚山村は、北は箕輪村に接します。元禄 13 年では、本田高 1,178 石余、家数 113、人数 619(う

ち下人 30)、馬 94 であり、文久２年には、本田高 1,363 石余、新田高 446 石余、家数 97、人数

536(男 260、女 276)、馬 77 となります。新田開発が盛んに行われ、寛文２年(1662)から寛延元年

(1748)までに約 100 石が増加しています。 

以上のように、新田開発が盛んに実施されますが、これは、戦国期に開削されたと伝わる鳴俣

堰を始め、額石堀(通称バカ堀)そして玉井超内池や椚山堂が久保池等、村内各地での新たな用水

堰・溜池等の開設によって進められたと考えられます。 

一方、自然災害も多く、天明・天保の大飢饉がありましたし、寛延２年には二本松藩内で百姓

一揆も起こりました。この頃、他地域との交流・物流等は道によって行われました。奥州道中(奥

州街道)は、本宮から大玉に入り、東方の山裾を通って杉田方面へと、南北に続いていました。こ

れに接続する東西方向に連続する道が当地区には多数あり

ました。何れも住民の重要な交流手段・生活道路として、

人と物と文化の交差点となっていました。 

慶応３年(1867)には大政奉還がなされましたが、新政府

軍と旧幕府軍との戦争が引き起こされました。翌年８月

20 日に、母成峠から出撃してきた東軍兵四百余名(旧幕府

伝習第二大隊、会津・仙台・二本松兵)が山入地区の手志

子森及び西ノ内地区に陣を構え、二本松城下及び本宮町よ

り進軍してきた西軍(新政府軍)の先鋒隊(薩摩、長洲、土

佐)を迎え撃ちました。大玉の戊辰戦争です。 
手志子森戊辰戦争古戦場 
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第５項 近 現 代 

(１)明治時代 

明治９年(1876)、上・下大江村と大江新田村が合併し大江村が成立します。明治 22 年の町村制

施行により、玉井村、大江村と椚山村が合併した大山村が成立しました。この間、大玉の先人た

ちは、明治の大凶作、海外出稼ぎ・移住、日清・日露戦争、苦難の歴史を乗り越えて、大玉の新

しい歴史を切り開きました。 

  (２)大正・昭和・平成時代 

第一次世界大戦後の恐慌、さらには昭和４年(1929)の

世界恐慌は、農業主体の村へ大きな打撃を与えました。

この農村不況を救済するための多くの事業が行われまし

たが、特に大きな事業は、玉井地区・本宮地区の旱害の

解決のため行われた三ツ森溜池の建設でした。この事業

は昭和 7～14 年に行われ、完成時は県内一の貯水池でし

た。また、昭和 16 年からの太平洋戦争では、空襲での

大きな被害はありませんでしたが、学校・職場での竹や

り訓練が行われました。また、終戦間際には馬場平地区

に海軍の飛行場も造られました。 

  戦後は食糧増産のため本村北西部の山間部において開

拓が行われました。 

昭和 30 年には、大山村と玉井村の合併により大玉村が誕生しました。 

  高度成長期には、都市部への人口の流出がありましたが、大玉村の立地条件等から過疎の進行

を食い止めることができました。また、同時期の高速道路建設、圃場整備事業等で再度米作りの

基盤である農地が整えられました。 

 平成 26 年(2014)には、いぐね(屋敷林)のある風景と本
もと

揃
ぞろ

田植え踊り・神
かみ

原
はら

田
だ

神社十二神楽の民

俗芸能が未来に残したい地域資源として「日本で最も美しい村」連合に加盟が認められました。

また、平成 27 年にはペルー共和国の空中都市として有名なマチピチュ村と友好都市協定を締結し

ました。これはマチピチュ村の初代村長が、大玉出身のペルー移民野内与吉氏で、マチピチュ村

発展に尽力されたことが友好都市協定締結の大きな要因です。 

 先人が築いたこのような郷土の姿を受け継ぎ、「小さくても輝く大いなる田舎」大玉村は、40

年間人口が増加し続け、子育てしやすい村、住みやすい村として、世代を超えてその存在をアッ

ピールし続けています。 

 

現在の三ツ森溜池 
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また、平成 27 年にはペルー共和国の空中都市として有名なマチピチュ村と友好都市協定を締結し

ました。これはマチピチュ村の初代村長が、大玉出身のペルー移民野内与吉氏で、マチピチュ村

発展に尽力されたことが友好都市協定締結の大きな要因です。 

 先人が築いたこのような郷土の姿を受け継ぎ、「小さくても輝く大いなる田舎」大玉村は、40

年間人口が増加し続け、子育てしやすい村、住みやすい村として、世代を超えてその存在をアッ

ピールし続けています。 

 

現在の三ツ森溜池 

 
 

 

第５項 近 現 代 

(１)明治時代 

明治９年(1876)、上・下大江村と大江新田村が合併し大江村が成立します。明治 22 年の町村制

施行により、玉井村、大江村と椚山村が合併した大山村が成立しました。この間、大玉の先人た

ちは、明治の大凶作、海外出稼ぎ・移住、日清・日露戦争、苦難の歴史を乗り越えて、大玉の新

しい歴史を切り開きました。 

  (２)大正・昭和・平成時代 

第一次世界大戦後の恐慌、さらには昭和４年(1929)の

世界恐慌は、農業主体の村へ大きな打撃を与えました。

この農村不況を救済するための多くの事業が行われまし

たが、特に大きな事業は、玉井地区・本宮地区の旱害の

解決のため行われた三ツ森溜池の建設でした。この事業

は昭和 7～14 年に行われ、完成時は県内一の貯水池でし

た。また、昭和 16 年からの太平洋戦争では、空襲での

大きな被害はありませんでしたが、学校・職場での竹や

り訓練が行われました。また、終戦間際には馬場平地区

に海軍の飛行場も造られました。 

  戦後は食糧増産のため本村北西部の山間部において開

拓が行われました。 

昭和 30 年には、大山村と玉井村の合併により大玉村が誕生しました。 

  高度成長期には、都市部への人口の流出がありましたが、大玉村の立地条件等から過疎の進行

を食い止めることができました。また、同時期の高速道路建設、圃場整備事業等で再度米作りの

基盤である農地が整えられました。 

 平成 26 年(2014)には、いぐね(屋敷林)のある風景と本
もと

揃
ぞろ

田植え踊り・神
かみ

原
はら
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だ
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俗芸能が未来に残したい地域資源として「日本で最も美しい村」連合に加盟が認められました。

また、平成 27 年にはペルー共和国の空中都市として有名なマチピチュ村と友好都市協定を締結し

ました。これはマチピチュ村の初代村長が、大玉出身のペルー移民野内与吉氏で、マチピチュ村

発展に尽力されたことが友好都市協定締結の大きな要因です。 

 先人が築いたこのような郷土の姿を受け継ぎ、「小さくても輝く大いなる田舎」大玉村は、40

年間人口が増加し続け、子育てしやすい村、住みやすい村として、世代を超えてその存在をアッ

ピールし続けています。 

 

現在の三ツ森溜池 
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第３章 おおたま遺産の特性 

第１節 文化財の状況 

 

第１項 指定文化財 

大玉村には、国・県・村指定の文化財が、17件あります。内訳は天然記念物が３件(内 1件が国指

定)、史跡３件(うち２件が県指定)、有形文化財７件、無形民俗文化財３件、史跡１件となっていま

す。また、埋蔵文化財包蔵地も92か所が登録されています。 

  

表３ 指定文化財一覧(平成29年 3月 31日現在) 

№ 文化財名称 種別 所在地 
指定区分 

指定年月日 

① 馬
ば

場
ば

ザクラ 天然記念物 玉井字馬場 
国 

S11.12.16 

② 二
ふた

子
ご

塚
づか

古
こ

墳
ふん

 史跡 大山二子塚 
県史第44号 

H1.3.22 

③ 傾
けい

城
せい

壇
だん

古
こ

墳
ふん

 史跡 大山字愛宕 
県史第46号 

H9.3.25 

④ 温
おん

石
じゃく

古
こ

墳
ふん

 史跡 大山字荒池 
村第 2号 

S46.3.25 

⑤ 玉
たま

の井
い

 名勝 玉井字南町 
村第 3号 

S49.9.4 

⑥ 本
もと

揃
ぞろ

田
た

植
う

え踊
おど

り 無形民俗文化財 玉井字本揃 
村第 4号 

S50.3.20 

➆ 鉄
てつ

造
ぞう

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

 有形文化財 玉井字馬喰内 
村第 5号 

S50.3.20 

⑧ 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

三
さん

尊
そん

像
ぞう

 有形文化財 玉井字南町 
村第 6号 

S50.3.20 

⑨ 十
じゅう

楽
らく

院
いん

のカヤ 天然記念物 玉井字馬喰内 
村第 7号 

S52.7.14 

⑩ 神
かみ

原
はら

田
だ

神
じん

社
じゃ

十
じゅう

二
に

神
かぐら

楽 無形民俗文化財 大山字神原田 
村第 8号 

S55.5.16 

⑪ 日
ひ

枝
え

神
じん

社
じゃ

三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

絵
え

馬
ま

 有形文化財 大山字上ノ台 
村第 9号 

S59.12.5 

⑫ 玉
たまの

井
い

二
に

区
く

太
たい

鼓
こ

台
だい

運
うん

行
こう

 無形民俗文化財 大玉二区 
村第10号 

H2.4.12 

⑬ 相
そう

応
おう

寺
じ

薬
やく

師
し

堂
どう

十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

 有形文化財 玉井字南町 
村第12号 

H7.12.1 

⑭ 相
そう

応
おう

寺
じ

のしだれ桜
ざくら

 天然記念物 玉井字南町 
村第13号 

H21.7.1 

 

 

№ 文化財名称 種　　別 所　在　地
指 定 区 分
指定年月日

① 馬
ば

場
ば

ザクラ 天然記念物 玉井字馬場
国
Ｓ11．12．16

② 二
ふた

子
ご

塚
づか

古
こ

墳
ふん

史跡 大山二子塚
県史第44号
Ｈ１．３．22

③ 傾
けい

城
せい

壇
だん

古
こ

墳
ふん

史跡 大山字愛宕
県史第46号
Ｈ９．３．25

④ 温
おん

石
じゃく

古
こ

墳
ふん

史跡 大山字荒池
村第２号
Ｓ46．３．25

⑤ 玉
たま

の井
い

名勝 玉井字南町
村第３号
Ｓ49．９．４

⑥ 本
もと

揃
ぞろ

田
た

植
う

え踊
おど

り 無形民俗文化財 玉井字本揃
村第４号
Ｓ50．３．20

⑦ 鉄
てつ

造
ぞう

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

有形文化財 玉井字馬喰内
村第５号
Ｓ50．３．20

⑧ 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

三
さん

尊
そん

像
ぞう

有形文化財 玉井字南町
村第６号
Ｓ50．３．20

⑨ 十
じゅう

楽
ら く

院
い ん

のカヤ 天然記念物 玉井字馬喰内
村第７号
Ｓ52．７．14

⑩ 神
かみ

原
はら

田
だ

神
じん

社
じゃ

十
じゅう

二
に

神
かぐ

楽
ら

無形民俗文化財 大山字神原田
村第８号
Ｓ55．５．16

⑪ 日
ひ

枝
え

神
じん

社
じゃ

三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

絵
え

馬
ま

有形文化財 大山字上ノ台
村第９号
Ｓ59．12．５

⑫ 玉
たまの

井
い

二
に

区
く

太
たい

鼓
こ

台
だい

運
うん

行
こう

無形民俗文化財 大玉二区
村第10号
Ｈ２．４．12

⑬ 相
そう

応
おう

寺
じ

薬
やく

師
し

堂
どう

十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

有形文化財 玉井字南町
村第12号
Ｈ７．12．１

⑭ 相
そう

応
おう

寺
じ

のしだれ桜
ざくら

天然記念物 玉井字南町
村第13号
Ｈ21．７．１

⑮ 神
かみ

原
はら

田
だ

神
じん

社
じゃ

の絵
え

馬
ま

有形文化財 大山字六社山
村第14号
Ｈ26．12．22

⑯ 玉
たまの

井
い

神
じん

社
じゃ

の三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

絵
え

馬
ま

有形文化財 玉井字午房内
村第15号
Ｈ26．12．22

⑰ 天
てん

王
のう

下
した

八
や

坂
さか

神
じん

社
じゃ

の三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

絵
え

馬
ま

有形文化財 玉井字天王下
村第16号
Ｈ26．12．22
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№ 文化財名称 種別 所在地 
指定区分 

指定年月日 

⑮ 神
カミ

原
ハラ

田
ダ

神
ジン

社
ジャ

の絵
エ

馬
マ

 有形文化財 大山字六社山 
村第14号 

H26.12.22 

⑯ 

玉
タマノ

井
イ

神
ジン

社
ジャ

の 

有形文化財 玉井字午房内 

村第15号 

三
サン

十
ジュウ

六
ロク

歌
カ

仙
セン

絵
エ

馬
マ

 H26.12.22 

⑰ 

天
テン

王
ノウ

下
シタ

八
ヤ

坂
サカ

神
ジン

社
ジャ

の 

有形文化財 玉井字天王下 

村第16号 

三
サン

十
ジュウ

六
ロク

歌
カ

仙
セン

絵
エ

馬
マ

 H26.12.22 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図21 大玉村指定文化財位置図 

玉井二区太鼓台運行(⑫) 相応寺のしだれ桜(⑭) 
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図21 大玉村指定文化財位置図 

玉井二区太鼓台運行(⑫) 相応寺のしだれ桜(⑭) 

 

 

№ 文化財名称 種別 所在地 
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指定年月日 
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図21 大玉村指定文化財位置図 

玉井二区太鼓台運行(⑫) 相応寺のしだれ桜(⑭) 
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第２項 おおたま遺産の既存文献調査 

  大玉村では、これまで当村及び福島県・県立博物館により、様々な分野の指定・未指定文化財を含

めた調査・研究が行われてきました。今回の構想策定のために以下の資料を基に、「おおたま遺産」

を明らかにするための既存文献の調査を行いました。 

  なお、「おおたま遺産」とは、既に第１章第１節で述べているとおり、指定・未指定に関わらず村

の全ての文化財です。 

 

   表４ おおたま遺産に関する既存資料一覧 

№ 既  存  資  料 発行年月 発行者 

1 壇遺跡調査報告書 昭和47年(1972)2月 大玉村教育委員会 

2 上高野発掘調査概報 昭和47年 3月 大玉村教育委員会 

3 福島県の金工品 昭和48年 3月 福島県教育委員会 

4 大畑発掘調査概報 昭和49年 2月 大玉村教育委員会 

5 破橋(間尺)遺跡・久遠壇古墳発掘調査概報 昭和50年 3月 大玉村教育委員会 

6 福島県の彫刻 昭和50年 3月 福島県教育委員会 

7 大玉村史上巻 昭和51年 1月 大玉村 

8 大玉村史下巻 昭和51年 8月 大玉村 

9 大玉村史資料編 昭和53年 3月 大玉村 

10 石造文化財 昭和56年 2月 大玉村教育委員会 

11 福島県の民謡 昭和56年 3月 福島県教育委員会 

12 伝統民俗芸能 昭和57年 3月 大玉村教育委員会 

13 奥州道中 昭和58年 3月 福島県教育委員会 

14 福島県の漆工品 昭和58年 3月 福島県教育委員会 

15 ふくしまの民謡とわらべ歌福島県の年中行事 昭和58年 3月 福島県教育委員会 

16 緑の文化財 昭和58年 3月 福島県 

17 台田遺跡(第１次)発掘報告 昭和59年 2月 大玉村教育委員会 

18 絵馬 昭和 59年 2月 大玉村教育委員会 

19 福島県の昔話と伝説 昭和61年 12月 福島県教育委員会 

20 古墳測量調査報告 昭和62年 1月 福島県立博物館 

21 福島県の中世城館跡 昭和63年 3月 福島県教育委員会 

22 上ノ台遺跡発掘調査報告書 平成4年(1992)3月 大玉村教育委員会 

23 図説福島の古墳 平成4年 3月 福島県立博物館 

24 大壇遺跡発掘調査報告書 平成8年 3月 大玉村教育委員会 

25 三合目遺跡発掘調査報告書 平成8年 3月 大玉村教育委員会 

26 福島県の仏像 平成9年 6月 福島県立博物館 

27 住吉Ｂ遺跡発掘調査報告書 平成9年 9月 大玉村教育委員会 

28 星内遺跡発掘調査報告書 平成10年 1月 大玉村教育委員会 

29 大玉村水利事業史 平成11年 3月 大玉村教育委員会 

30 台田遺跡発掘調査報告書(第２次) 平成 11年 9月 大玉村教育委員会 
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№ 既  存  資  料 発行年月 発行者 

31 前山１号墳発掘調査報告書 平成12年 12月 大玉村教育委員会 

32 肖像に見る福島を築いた人々顔とすがたの人物誌 平成13年 7月 福島県立博物館 

33 安達太良の自然調査報告書 平成14年 3月 大玉村 

34 まるごと百選（宝物編・宝者編・特集） 平成15年 3月 大玉村 

35 下舘跡発掘調査報告書(第１次) 平成 16年 3月 大玉村教育委員会 

36 下舘跡発掘調査報告書(第２次) 平成 17年 3月 大玉村教育委員会 

37 福島県の祭り・行事 平成17年 3月 福島県教育委員会 

38 玉貫遺跡発掘調査報告書 平成18年 2月 大玉村教育委員会 

39 わたしたちのきょうどおおたま 平成21年 3月 大玉村教育委員会 

40 福島県近代化遺産(建造物等)総合調査報告書 平成22年 3月 福島県教育委員会 

41 選定ふくしまの水文化 平成23年 3月 福島県 

42 図説大玉の歴史 平成24年 3月 大玉村 
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第３項 「おおたま遺産」の現地調査 

文献による把握を行った以外に、過去に調査が行われていなかった自然「いぐね(屋敷林)」分布調

査と風俗慣習「サイの神」の実施状況調査を行いました。これらの調査により大玉村が安達太良山の

麓にある地理的・自然的環境の影響や地域や生活に密着した年中行事を知ることができました。 

  なお、いぐね(屋敷林)とは、屋敷の防風林としての機能もありますが、さらに、住宅材・薪炭材と

して利用するために屋敷を取り囲むように植えられたものです。 

  また、今後多くの調査を実施して、「おおたま遺産」として意識されていないものを顕在化してい

く必要があります。 

 

(１)自然「いぐね」分布調査 

  平成27年(2015)から郡山女子短期大学特任教授の石村眞一氏の協力を得て、以下の村内19か所(大

山地区９か所・玉井地区10か所)を景観の観点からいぐねを選定し、調査を行いました。 

 

表５ いぐね調査位置一覧 

№ 地 区 名 № 地 区 名 № 地 区 名 

① 大山南小屋地内 ⑧ 大山鞍骨地内 ⑮ 大山小次郎内地内 

② 玉井小高倉地内 ⑨ 大山後川地内 ⑯ 玉井南町地内 

③ 玉井小高倉地内 ⑩ 玉井打方内地内 ⑰ 玉井北東町地内 

④ 玉井大橋地内 ⑪ 玉井地蔵面地内 ⑱ 玉井反田地内 

⑤ 大山新座地内 ⑫ 玉井板髭地内 ⑲ 玉井不動滝地内 

⑥ 大山小泉地内 ⑬ 大山住吉地内   

⑦ 大山原地内 ⑭ 大山荒屋敷地内   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図22 いぐね調査位置図 
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②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内

②玉井小高倉地内①大山南小屋地内

④玉井大橋地内③玉井小高倉地内

⑤大山新座地内 ⑥大山小泉地内

➆大山原地内 ⑧大山鞍骨地内
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⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内

⑫玉井板髭地内⑪玉井地蔵面地内

⑭大山荒屋敷地内⑬大山住吉地内

⑯玉井南町地内⑮大山小次郎内地内

⑨大山後川地内 ⑩玉井打方内地内
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⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)

⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)

⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)

⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)

⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)

⑲玉井不動滝地内

⑱玉井北東町地内いぐね図面

⑱玉井反田地内

⑰玉井北東町地内(北から) ⑰玉井北東町地内(東から)
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(２)風俗慣習「サイの神」分布調査 

平成29年(2017)１月６日の「サイの神」実施前日の準備状況を調査しました。以下の村内14か所

(大山地区５か所・玉井地区９か所)を確認できました。「サイの神」は正月の松飾りやしめ縄、書き

初めなどを持ちよって焼くもので「どんと焼き」ともいっています。竹や藁で円錐状に組み柴木など

を入れ、入口に幣束を置いて点火します。 

なお、平成23年３月 11日の東北地方太平洋沖地震と地震により発生した巨大津波が、東京電力福

島第一発電所・福島第二発電所を飲み込み、大量の放射性物質が飛散・漏出し、この放射性物質の影

響により「サイの神」実施を見送っている地区もあります。 

 

表６ サイの神実施一覧 

№ 地 区 名 № 地 区 名 № 地 区 名 

① 玉井津野地内 ⑥ 玉井台地内 ⑪ 大山草津川地内 

② 玉井本揃地内 ⑦ 玉井角川地内 ⑫ 大山舘地内 

③ 玉井黒沢地内 ⑧ 玉井南町地内 ⑬ 大山仲北地内 

④ 玉井大木原地内 ⑨ 玉井北東町地内 ⑭ 大山岩高地内 

⑤ 玉井福間地内 ⑩ 大山宮ノ前地内   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図23 サイの神実施位置図 
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⑧玉井南町地内➆玉井角川地内

②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内

⑤玉井福間地内 ⑥玉井台地内

⑧玉井南町地内➆玉井角川地内

②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内

⑤玉井福間地内 ⑥玉井台地内

⑧玉井南町地内➆玉井角川地内

②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内

⑤玉井福間地内 ⑥玉井台地内

⑧玉井南町地内➆玉井角川地内

②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内

⑤玉井福間地内 ⑥玉井台地内

⑧玉井南町地内➆玉井角川地内

②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内
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②玉井本揃地内①玉井津野地内

③玉井黒沢地内 ④玉井大木原地内

⑤玉井福間地内 ⑥玉井台地内
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宇
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⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内

⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内

⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内

⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内

⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内

⑭大山岩高地内⑬大山仲北地内

⑨玉井北東町地内 ⑩大山宮ノ前地内

⑪大山草津川地内 ⑫大山舘地内
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第２節 歴史文化の特性 

  

本村は、北西部に位置する標高 1,700ｍの安達太良山に抱かれるようにあり、その山中は自然の

恵みも多く、村内を流れる河川の水源もこの山中に存在します。その河川により扇状地の平坦部が

形成されています。この地形や気候的にも穏やかな自然環境により古くは旧石器時代から人々の生

活が営まれています。また、この平坦部と水が弥生時代からの稲作に適し、現在の農業も支えてい

ます。そして、この生産力が地域の連携、歴史や文化を育んでいます。 

このように本村の多くの歴史や文化が、地理的環境、自然的環境の影響を大きく受けていること

から、歴史文化の特性について以下のように整理しました。 

 

・大玉村では屋敷林を「いぐね」と呼びます。屋敷林は全国的に見られるものですが、大玉村のい

ぐねは北関東の屋敷林文化にルーツを持ち、安達太良山の山麓に広がる地域であるという位置関係

や農村生活と深く結びついた文化を持っています。 

 

・大玉村には、十九夜塔・二十三夜塔・二十六夜塔・庚申塔などの石造文化財が多く残っているこ

とから、様々な民間信仰が日常生活の中に根付いていたと言えます。 

 

・大玉村では、お正月に行うサイの神が十数か所の地区で現在においても継続して行われています。

こうした暮らしに密着した行事が、日常生活に根付いて多く残っていることが特徴と言えます。 

 

・大玉村の神社や仏閣には多くの絵馬が奉納され、その中でも大玉村では明治中期に制作された「三

十六歌仙絵馬」三組が残り、この残存数の多さは全国的に珍しいと言えます。これらの絵馬からは、

二本松藩御絵師の大原文林やその門弟とみられる地方絵師の活躍の実態や活発な当時の芸術活動

が伺えます。 

 

・南東北にも多くの古墳が確認されていますが、大玉村には福島県中通り地方で最も古い古墳があ

るだけでなく、周辺市町村と比べても、古墳が造られていた時代の幅が広く、密集して古墳が造ら

れているという特徴を持ちます。 

 

・福島県内にも多くの森林鉄道はありましたが、大玉村の玉ノ井林用軌道は、東北本線本宮駅に接

続される珍しいものでした。この軌道にはトロッコが走り、現在でも愛着を持って「トロッコ道」

と呼ばれ、利用されているのが特徴と言えます。 
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第３節 おおたま遺産 

 

本村の指定・未指定文化財の調査・把握を進めていくと、本村が安達太良山に抱かれ自然に恵ま

れ、その中で暮らしが育まれ、歴史が築かれたと把握できます。このイメージを大きく区分すると

自然の恵み、古くからの歴史、豊かな自然を活かした産業、暮らしに密着した民俗芸能・伝承・風

俗慣習と考えることができました。さらに、この自然、歴史、産業、民俗芸能、伝承、風俗慣習が

大玉村の魅力と言え、発信する大切な遺産と捉えました。 

そのためこれらの大切な遺産を「おおたま遺産」として、以下の図に示す自然、歴史、産業、民

俗芸能、伝承、風俗慣習という６つの視点で捉えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 項 自 然 

大玉村は、安達太良山に抱かれ景観・いぐね(屋敷林)・水資源・貴重な動植物等本村全域が自然

遺産と言っても過言ではありません。安達太良山は、標高 1,700ｍで本村の北西に位置しており、

地元では山頂部の岩稜が、乳首の様な形をしていることから｢乳首山｣とも呼ばれ親しまれています。

日本百名山、さらに、花の百名山にも選定されて高山植物にも恵まれています。安達太良山のなだ

らかな稜線を仰ぐ田園風景、この風景は住民の皆さんが自分の見る「安達太良のある風景が最も素

敵であるとそれぞれ自信を持っています。」また、

村の南側に位置する標高 571ｍの「大名倉山(通称

名倉山)」からの眺望も、村内の田園風景を間近

に望むことができます。さらに、村内各所で見ら

れるいぐねも素晴らしい景観を生み出していま

す。いぐねは、防風林としての機能もありますが、

さらに、住宅材・薪炭材としても活用されていま

した。樹齢 300 年程のケヤキの古木もあります。

また、いぐねは中世城館跡にも存在しています。

これら田園風景・いぐねのある風景は季節が織

りなす変化によりさらに魅力を付け加えてく

れます。 
村ほぼ中央から望む安達太良山 

図 24 おおたま遺産の６つの視点 

 

 

第３節 おおたま遺産 

 

本村の指定・未指定文化財の調査・把握を進めていくと、本村が安達太良山に抱かれ自然に恵ま

れ、その中で暮らしが育まれ、歴史が築かれたと把握できます。このイメージを大きく区分すると

自然の恵み、古くからの歴史、豊かな自然を活かした産業、暮らしに密着した民俗芸能・伝承・風

俗慣習と考えることができました。さらに、この自然、歴史、産業、民俗芸能、伝承、風俗慣習が

大玉村の魅力と言え、発信する大切な遺産と捉えました。 

そのためこれらの大切な遺産を「おおたま遺産」として、以下の図に示す自然、歴史、産業、民

俗芸能、伝承、風俗慣習という６つの視点で捉えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 項 自 然 

大玉村は、安達太良山に抱かれ景観・いぐね(屋敷林)・水資源・貴重な動植物等本村全域が自然

遺産と言っても過言ではありません。安達太良山は、標高 1,700ｍで本村の北西に位置しており、

地元では山頂部の岩稜が、乳首の様な形をしていることから｢乳首山｣とも呼ばれ親しまれています。

日本百名山、さらに、花の百名山にも選定されて高山植物にも恵まれています。安達太良山のなだ

らかな稜線を仰ぐ田園風景、この風景は住民の皆さんが自分の見る「安達太良のある風景が最も素

敵であるとそれぞれ自信を持っています。」また、

村の南側に位置する標高 571ｍの「大名倉山(通称

名倉山)」からの眺望も、村内の田園風景を間近

に望むことができます。さらに、村内各所で見ら

れるいぐねも素晴らしい景観を生み出していま

す。いぐねは、防風林としての機能もありますが、

さらに、住宅材・薪炭材としても活用されていま

した。樹齢 300 年程のケヤキの古木もあります。

また、いぐねは中世城館跡にも存在しています。

これら田園風景・いぐねのある風景は季節が織

りなす変化によりさらに魅力を付け加えてく

れます。 
村ほぼ中央から望む安達太良山 

図 24 おおたま遺産の６つの視点 

 

 

第３節 おおたま遺産 

 

本村の指定・未指定文化財の調査・把握を進めていくと、本村が安達太良山に抱かれ自然に恵ま

れ、その中で暮らしが育まれ、歴史が築かれたと把握できます。このイメージを大きく区分すると

自然の恵み、古くからの歴史、豊かな自然を活かした産業、暮らしに密着した民俗芸能・伝承・風

俗慣習と考えることができました。さらに、この自然、歴史、産業、民俗芸能、伝承、風俗慣習が

大玉村の魅力と言え、発信する大切な遺産と捉えました。 

そのためこれらの大切な遺産を「おおたま遺産」として、以下の図に示す自然、歴史、産業、民

俗芸能、伝承、風俗慣習という６つの視点で捉えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 項 自 然 

大玉村は、安達太良山に抱かれ景観・いぐね(屋敷林)・水資源・貴重な動植物等本村全域が自然

遺産と言っても過言ではありません。安達太良山は、標高 1,700ｍで本村の北西に位置しており、

地元では山頂部の岩稜が、乳首の様な形をしていることから｢乳首山｣とも呼ばれ親しまれています。

日本百名山、さらに、花の百名山にも選定されて高山植物にも恵まれています。安達太良山のなだ

らかな稜線を仰ぐ田園風景、この風景は住民の皆さんが自分の見る「安達太良のある風景が最も素

敵であるとそれぞれ自信を持っています。」また、

村の南側に位置する標高 571ｍの「大名倉山(通称

名倉山)」からの眺望も、村内の田園風景を間近

に望むことができます。さらに、村内各所で見ら

れるいぐねも素晴らしい景観を生み出していま

す。いぐねは、防風林としての機能もありますが、

さらに、住宅材・薪炭材としても活用されていま

した。樹齢 300 年程のケヤキの古木もあります。

また、いぐねは中世城館跡にも存在しています。

これら田園風景・いぐねのある風景は季節が織

りなす変化によりさらに魅力を付け加えてく

れます。 
村ほぼ中央から望む安達太良山 

図 24 おおたま遺産の６つの視点 

33―　 ―



 

 

また、安達太良山は、古くは万葉集にも詠まれています。 

「陸奥の安達太良真弓弦はけて引かばか人の我を言なさむ」 

「安達太良の嶺に伏す鹿猪のありつつも吾は到らむ寝処な去りそね」 

「陸奥の安達太良真弓弾き置きて反らしめきなば弦はかめかも」 

また、昭和初期の智恵子抄(夫で詩人の高村光太郎氏の詩集)「樹下の二人」の詩にも詠まれてい

ます。 

「あれが阿多多羅山 あの光るのが阿武隈川」 

次に、村内の平坦部を流れる３つの河川(安達太良川・百日川・杉田川)は、いずれも安達太良山

に源があります。安達太良川は村域の南側を、百日川はほぼ中央を、杉田川は村域北側を東に向か

って流れ、阿武隈川に合流します。この恵まれた水資源が古くは旧石器時代から連綿と人々の暮ら

しを支えています。また、近現代においては、堀や堰が造られ河川の水資源がさらに有効に活用さ

れ、安達太良山の裾野に広がる豊かな耕地を潤し、お米をはじめ多くの恵みがもたらされています。

また、これら河川の上流・中流域の湧水・地下水は現在でも、村の水源としても利用されています。 

杉田川渓谷には、現在はその全てを確認する事はできないが大小四十八の滝があったといわれて

います。その一つの遠藤ヶ滝には、平安時代末期から鎌倉時代初期にかけての僧遠藤盛遠が修行を

修めたという説があります。また、遠藤ヶ滝不動尊においては、春秋の護摩祈祷が行われています。 

村内の記念物としては、永保３年(1083)の後三年の役に陸奥守であった八幡太郎義家こと源義家

の伝説が残る国指定天然記念物「馬場ザクラ」。

県緑の文化財に登録されている「十楽院のカ

ヤ」・「上ノ台日枝神社のカヤ」・「南町の大ケヤ

キ」・「天王下八坂神社のアカマツ」・「相応寺の

しだれ桜」なども多く存在します。南町の大ケ

ヤキの根元には、八幡太郎義家の側女織井御前

の伝説が残る織井の清水もあります。 

史跡では、玉井地区の名称の由来となった水

晶玉の見つかった「玉の井」があります。 

平成 27 年(2015)度に登山道が整備された名

倉山の名前で親しまれている大名倉山には、昭

和 30 年(1955)代には中腹に三十一尊の本地仏

が刻まれた磨崖仏が存在しましたが、現在では二尊が大切に保存されています。また、村内には多

くの石塔、庚申塔・十九夜塔・二十三夜塔・勢至塔が存在し近世の各地区の連帯感が窺い知ること

ができます。 
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ヤキの根元には、八幡太郎義家の側女織井御前

の伝説が残る織井の清水もあります。 

史跡では、玉井地区の名称の由来となった水

晶玉の見つかった「玉の井」があります。 

平成 27 年(2015)度に登山道が整備された名
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くの石塔、庚申塔・十九夜塔・二十三夜塔・勢至塔が存在し近世の各地区の連帯感が窺い知ること

ができます。 
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国指定天然記念物「馬場ザクラ」 

大山破橋地区の十九夜塔
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第２項 歴 史 

 今回の策定において歴史は、集落遺跡、古墳、戦国期の城館跡、寺社仏閣、街道、幕末の遺跡等

を幅広く扱いました。 

台田遺跡の複式炉 ～主食になった堅果類とそれを支えた複式炉～ 

今から 12,000 年程前、氷河期が終了し地球が温暖化するとアジア大陸との陸橋が海底に没し、

四方を海に囲まれた日本列島が形成されます。縄文時代の始まりです。大型動物が絶滅し、二ホン

ジカやイノシシ等の中小動物が活動を強めると、それらの体格とスピードに対応するために、弓矢

が登場します。また、それまでの「焼く」ことが中心だった食物調理法を「煮る・炊く」に大転換

させた煮炊き具、縄文土器が登場します。これにより加熱を伴うアク抜きもやがて可能となり食糧

事情が格段に向上しました。 

 今から5,000年前から4,000年程前までのおよそ1,000年間は、縄文時代の中期という時代です。

その後半期は、土器埋設炉と石組炉を組み合わせたような、「複式炉」と呼ばれる大型炉が盛行し

ました。この時期は堅果類等が主食となり、複式炉は、それらのアク抜きのための灰の量産を目的

にした施設と考えられます。植物質食料という獲得し易く安定的な食料確保とアク抜き技術の完成

は、人口増(集落増)をもたらし、縄文社会を大きく発展させ、自然依存の生活・社会が最高のレベ

ルに達した時代です。 

安達太良山麓地方は、この時代、即ち複式炉

を有する集落が大変多く分布するところとして

全国的に著名であり、玉井字山城・台田に所在

する台田遺跡もその代表的な複式炉集落の一つ

です。当遺跡は、安達太良山麓の標高約 340ｍ、

玉井の定場集会所の北東方向の広い台地上に形

成されています。東方眼下には大玉の平野が広

がり、大変見晴らしの利く場所です。大玉村教

育委員会によって昭和 47 年(1972)と昭和 62 年

に、発掘調査(435 ㎡、遺跡推定範囲の約２％)

が実施されました。この結果９棟の竪穴住居跡

等が発見され、縄文時代中期の集落跡であるこ

とが判明しました。住居跡は、主柱が３，５，

６本でいずれも複式炉を有し、深鉢・浅鉢・注

口・台付等の土器類、石鏃・打製石斧・凹石等

の石器類も出土しています。 

複式炉や調理用具の凹石の発見から、縄文時

代中期後半期の台田遺跡では、堅果類採集や灰

の量産、アク抜き作業が活発に行われ、大きな

集落を形成されていたことから、縄文時代の発

展期に機能した重要遺跡であることが分かりま

す。 

 

 

 

 

 

複式炉を伴う竪穴住居跡 
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大玉村の古墳文化～東北随一の古墳密集地～ 

 大玉村には、古墳や古墳群が数多くあり、このうちの主要な 11 か所は大山地区の半径１㎞のせ

まい範囲内にまとまっています。このため古墳は「あって当たり前、普通のもの」と考えている人

がいるほど、住民には身近で親しみのある文化財となっています。しかし、大玉村ほど古墳が密集

しているところは少なく、東北で最も充実している地域ということは案外知られていないようです。 

 古墳密度の高さは、当時の文化が大玉村で大いに栄えていたことを物語っています。そのきっか

けは、初期の稲作に適した低地が大山地区を中心（東の旧４号国道から西は田んぼ通りの辺りまで）

に広がっていたことにあります。 

 ここでの水田耕作は、古墳時代以前の弥生時代中期から始められました。その後、数世代にわた

る営農によって整備された水田と豊かな生産性が、中通り最古の前方後円墳を大玉村に造らせたよ

うです。５世紀後半～６世紀中葉には被葬者の権力を示す埴輪祭祀が充実し、７～８世紀の横穴墓

まで古墳文化は途切れることなく引き継がれ、やがて文化の担い手は、安達郡の郡司層へと成長し

たと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中通り最古の傾城壇古墳 

 「傾城」とは、国やお城を傾けてしまうほどの素敵な女性を表す言葉で、中国の故事にみられま

すが、大玉村の東にそびえる山稜の頂に造られた古墳にこの名前が付けられています。おそらくは、

浄瑠璃や歌舞伎に詳しい江戸時代の知識階級者が命名したのでしょうが、美しい古墳の姿をよく言

い表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 大玉村の古墳・遺跡位置図 

上：文化財調査委員による環境保全活動 

左：傾城壇古墳は丘陵の上に造られています。 

 

 

大玉村の古墳文化～東北随一の古墳密集地～ 

 大玉村には、古墳や古墳群が数多くあり、このうちの主要な 11 か所は大山地区の半径１㎞のせ

まい範囲内にまとまっています。このため古墳は「あって当たり前、普通のもの」と考えている人

がいるほど、住民には身近で親しみのある文化財となっています。しかし、大玉村ほど古墳が密集

しているところは少なく、東北で最も充実している地域ということは案外知られていないようです。 

 古墳密度の高さは、当時の文化が大玉村で大いに栄えていたことを物語っています。そのきっか

けは、初期の稲作に適した低地が大山地区を中心（東の旧４号国道から西は田んぼ通りの辺りまで）

に広がっていたことにあります。 

 ここでの水田耕作は、古墳時代以前の弥生時代中期から始められました。その後、数世代にわた

る営農によって整備された水田と豊かな生産性が、中通り最古の前方後円墳を大玉村に造らせたよ

うです。５世紀後半～６世紀中葉には被葬者の権力を示す埴輪祭祀が充実し、７～８世紀の横穴墓

まで古墳文化は途切れることなく引き継がれ、やがて文化の担い手は、安達郡の郡司層へと成長し

たと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中通り最古の傾城壇古墳 

 「傾城」とは、国やお城を傾けてしまうほどの素敵な女性を表す言葉で、中国の故事にみられま

すが、大玉村の東にそびえる山稜の頂に造られた古墳にこの名前が付けられています。おそらくは、

浄瑠璃や歌舞伎に詳しい江戸時代の知識階級者が命名したのでしょうが、美しい古墳の姿をよく言

い表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 大玉村の古墳・遺跡位置図 

上：文化財調査委員による環境保全活動 

左：傾城壇古墳は丘陵の上に造られています。 

 

 

大玉村の古墳文化～東北随一の古墳密集地～ 

 大玉村には、古墳や古墳群が数多くあり、このうちの主要な 11 か所は大山地区の半径１㎞のせ

まい範囲内にまとまっています。このため古墳は「あって当たり前、普通のもの」と考えている人

がいるほど、住民には身近で親しみのある文化財となっています。しかし、大玉村ほど古墳が密集

しているところは少なく、東北で最も充実している地域ということは案外知られていないようです。 

 古墳密度の高さは、当時の文化が大玉村で大いに栄えていたことを物語っています。そのきっか

けは、初期の稲作に適した低地が大山地区を中心（東の旧４号国道から西は田んぼ通りの辺りまで）

に広がっていたことにあります。 

 ここでの水田耕作は、古墳時代以前の弥生時代中期から始められました。その後、数世代にわた

る営農によって整備された水田と豊かな生産性が、中通り最古の前方後円墳を大玉村に造らせたよ

うです。５世紀後半～６世紀中葉には被葬者の権力を示す埴輪祭祀が充実し、７～８世紀の横穴墓

まで古墳文化は途切れることなく引き継がれ、やがて文化の担い手は、安達郡の郡司層へと成長し

たと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中通り最古の傾城壇古墳 

 「傾城」とは、国やお城を傾けてしまうほどの素敵な女性を表す言葉で、中国の故事にみられま

すが、大玉村の東にそびえる山稜の頂に造られた古墳にこの名前が付けられています。おそらくは、

浄瑠璃や歌舞伎に詳しい江戸時代の知識階級者が命名したのでしょうが、美しい古墳の姿をよく言

い表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 大玉村の古墳・遺跡位置図 

上：文化財調査委員による環境保全活動 

左：傾城壇古墳は丘陵の上に造られています。 

 

 

大玉村の古墳文化～東北随一の古墳密集地～ 

 大玉村には、古墳や古墳群が数多くあり、このうちの主要な 11 か所は大山地区の半径１㎞のせ

まい範囲内にまとまっています。このため古墳は「あって当たり前、普通のもの」と考えている人

がいるほど、住民には身近で親しみのある文化財となっています。しかし、大玉村ほど古墳が密集

しているところは少なく、東北で最も充実している地域ということは案外知られていないようです。 

 古墳密度の高さは、当時の文化が大玉村で大いに栄えていたことを物語っています。そのきっか

けは、初期の稲作に適した低地が大山地区を中心（東の旧４号国道から西は田んぼ通りの辺りまで）

に広がっていたことにあります。 

 ここでの水田耕作は、古墳時代以前の弥生時代中期から始められました。その後、数世代にわた

る営農によって整備された水田と豊かな生産性が、中通り最古の前方後円墳を大玉村に造らせたよ

うです。５世紀後半～６世紀中葉には被葬者の権力を示す埴輪祭祀が充実し、７～８世紀の横穴墓

まで古墳文化は途切れることなく引き継がれ、やがて文化の担い手は、安達郡の郡司層へと成長し

たと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中通り最古の傾城壇古墳 

 「傾城」とは、国やお城を傾けてしまうほどの素敵な女性を表す言葉で、中国の故事にみられま

すが、大玉村の東にそびえる山稜の頂に造られた古墳にこの名前が付けられています。おそらくは、

浄瑠璃や歌舞伎に詳しい江戸時代の知識階級者が命名したのでしょうが、美しい古墳の姿をよく言

い表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 大玉村の古墳・遺跡位置図 

上：文化財調査委員による環境保全活動 

左：傾城壇古墳は丘陵の上に造られています。 
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金山古墳の調査風景 

傾城壇古墳は、あだたらふるさとホール（大玉村歴史民俗資料館）に収蔵されている故高橋丑太

郎さんが採取された土器の年代から、西暦 290 年前後に築かれた中通り最古の古墳と考えられてい

ます。全長は 41ｍで、豪族を埋葬した直径 24ｍの円丘と、その西側に長約 17ｍの祭壇をつなげた

前方後円墳の形をしており、平成９年(1997)３月に福島県の史跡に指定されています。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金山古墳～東北最古の人物埴輪が出土～ 

 埴輪は、豪族の中でも有力者だけに許された儀

式用の祭具で、土管形の円筒埴輪や朝顔形埴輪、

家や盾、馬などの器財や動物形埴輪、豪族や巫女、

力士などの人物形埴輪があります。中でも造形的

に優れ、儀式の中心となる人物埴輪は、古墳に葬

られた豪族の生前をしのぶ遺品として重要です。 

 東北ではこれまで、本宮市の天王壇古墳から出

土した女子像が最も古い人物埴輪とされてきま

したが、平成 26 年に行われた金山古墳の発掘調

査で、更に古い５世紀後半に制作された人物の腕

の一部とみられる埴輪片が発見されました。埴輪

は、全長約 44ｍの帆立貝式前方後円墳を囲う周溝

から出土していますが、この時は部分的な調査で

あったため、未調査地区に様々な造形の埴輪が埋

もれている可能性が高いようです。 

 

 

 

図 26 東北地方を中心とした古墳編年図 
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図 26 東北地方を中心とした古墳編年図 郡山市教育委員会2016　古墳発見25周年記念「大安場古墳の世界」より転載

37―　 ―



 

 

二子塚古墳の可能性 

 二子塚古墳は、６世紀に築造された全長 53ｍの前方後円墳として福島県の史跡に指定されてい

ますが、平成 25～27 年の調査などによって４世紀前半か、これよりも遡る可能性がでてきました。

東日本最古の古墳とされる会津坂下町杵ガ森古墳との類似点、それに古墳の近くから採取された祭

祀用の土器資料やヒスイ製の勾玉がその根拠です。 

 杵ガ森古墳は 46ｍの前方後円墳で、西暦 260 年前後に造られたと考えられ、①イチジク形の後

円部、②バチ形の前方部、③墳丘と周溝との間に平坦な基壇が大きな特徴です。一方、①と②は二

子塚古墳にもみられ、平成 26 年の試掘調査では③も同一である可能性が残されています。一方、

二子塚古墳に基壇を想定した場合、全長は約 80ｍとなり、杵ガ森古墳よりも優位です。また二子

塚古墳は、墳丘全体を拳大の河原石で覆っており、外表の整形は丁寧で、格式は更に高くなります。 

 これらを総合すると、二子塚古墳は杵ガ森古墳と同じ時期か、あるいはより古式の可能性も考え

られるため、本格的な発掘調査による解明が望まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右手の林が二子塚古墳で左丘陵上に傾城壇古墳 東上空からみた二子塚古墳 

図 27二子塚古墳と出土品 
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二子塚古墳から採集された

器台形土器の破片

参考資料：器台形土器
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相応寺の文化財とその周辺 ～安達太良山と徳一開基の古刹相応寺～ 

 玉井の相応寺は、大同２年(807)、南都法相宗の僧徳一の開基とされる古刹です。初め安達太良

山眉岳(前ヶ岳)に創建されたと伝わります。宝徳４年(1452)には、亀山(元相応寺)に、さらに、永

禄３年(1560)に現在地(玉井字南町)に遷り今に至ります。現在は、安達太良山遍明院相応寺と称す

る真言宗の寺院です。 

 相応寺を創建したと伝えられる徳一は、南都興福寺の法相宗の僧侶です。徳一は仏教教学に特に

優れ、平安時代初期に慧日寺(磐梯町)を創建し、東北の仏教文化の中核となりました。この恵日寺

中興の祖と呼ばれる住職の実賀は、元禄年間(1688～1704)に相応寺から恵日寺に移った僧です。相

応寺所蔵「会津恵日寺縁起書」とともに両寺院の極めて深い関係が読み取れます。なお、安達太良

山という山号を共にする円東寺(旧安達町)とも、山中安全祈願等で強い関係にありました。 

相応寺及び元相応寺に係る主な文化財等は次の通りであり、当地域の長い歴史と優れた文化を示

す貴重な資料です。 

薬師如来三尊像 

薬師如来坐像は相応寺薬師堂に安置されています。胎内銘から、宝徳４年(1452)制作、在地の領

主の持清の寄進と分かります。「松藩捜古」巻一によれば、持清は畠山九郎と称し、畠山高国の弟

民部少輔貞国四代の孫とされます。脇侍の日光菩薩立像及び月光菩薩立像は薬師如来坐像の左右に

位置しています。 

図 28 杵ガ森古墳（左）と相似形の二子塚古墳（右） 
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相応寺薬師堂十二神将像は、薬師如来の守護として配置されています。これらの諸神像は江戸時

代に制作されたものですが、文明３年(1841)に造られたものが一躯伝えられていることは注目すべ

きことです。 

   位牌堂には、開基とされる徳溢座像(木造)が安置されています。 

相応寺供養塔は、嘉元３年(1305)の石碑です。元相応寺の経塚から移したものとされ、松平定信

の「集古十種」にも収録されています。「松藩捜古」巻一ではこれを「相応寺碑(在玉井村相応寺の

旧地、高三尺余・𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃𤄃

元相応寺跡供養塔は元応元年(1319)の碑で、種子は大日如来です。 

元相応寺礎石建物跡は亀山の元相応寺(玉井字糀面 58 番地)に所在する礎石建物跡です。柱間が

広いことから古代の建物の存在が想定されています。 

この他、墨書「寺」のある土師器、うなり甕と呼ばれる中世陶器、そして相応寺のしだれ桜等が

あります。  

以上、相応寺そして元相応寺とその周辺事象について、指定文化財等を中心に記述してきました

が、その歴史・文化的意義を再認識することが重要です。 

 

街道～人と物とおおたま文化が交差した東西・南北の道～ 

 江戸時代の奥州道中(奥州街道)は、本宮から大玉に入り、東方の山裾を通って杉田方面へ、南か

ら北へ続いていました。これ以外にも当地域には、東西方向に連続する街道や道が数多くありまし

た。 

本宮の馬場から西に向い、戸崎から山神を通る道が玉井地区に入る本街道でした。この道は北の

馬喰内より大山地区の住吉に続いていました。また、本宮の平井からの道が越内を通り、下町でこ

の街道に交差していました。玉井と山入地区を結

ぶ道は、現大玉二区の中程から西に続いていまし

た。 

板倉から矢沢に向う道が、又兵衛山筋に残って

います。坂下から三ツ森溜池の南の舛田峠を越え

て、石筵地区に向う街道があります。また、五ノ

神から唐沢そして母成峠に向う母成道が通って

いましたが、今も道形の一部が残っています。 

大山地区は江戸時代、椚山、下大江、上大江、

大江新田の四ケ村がありましたが、その東端を奥

薬師如来三尊像 相応寺薬師堂十二神将 

奥州道中(大山地区) 
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州道中(奥州街道)が南北に続いていました。この街道から西方に地区内を横断する４本の道が続い

ています。 

大山地区の壇から宮下を通り新田の道に交差する道、岩高から新田、住吉、神原田と続く道、高

屋敷から谷地を通り神原田で交差する道、そして狐森から象目田で村道と交差する道等、何れも住

民の重要な生活道路として、当時から現在まで活用され続けています。 

 

幕末遺跡～おおたまの戊辰戦争と心ある人々～ 

玉井権現目墓地には、戊辰戦争で戦死した東軍(旧幕府軍)兵士を埋葬した「戰死三十一人墓」が、

明治 27 年 (1894)に地元有志により一基建立されています。 

慶応４年(1868)８月 20 日に、母成峠から出撃してきた東軍兵四百余名(旧幕府伝習第二大隊、会

津・仙台・二本松兵)が山入地区の手志子森及び西ノ内地区に陣を構え、二本松城下及び本宮町よ

り進軍してきた西軍(新政府軍)の先鋒隊(薩摩、長洲、土佐)を迎え撃ちました。 

午後３時頃に両軍が衝突します。地の利に勝

る東軍は奪戦するも、西軍は東軍陣地の裏手よ

りも攻撃を加えたため、東軍は隊内に混乱を生

じて母成峠に向け敗走しました。東軍兵の戦死

者は手志子森周辺に 31 名を数え、この戦争が

原因で他日、死去した兵士を加えると 43 名の

東軍兵が戦傷死しています。東軍戦死者は後日、

地元住民が権現目墓地まで運び手厚く埋葬し

ました。 

なお、西軍の戦死者は４名、負傷者は７名で

したが、玉泉寺旧墓地等には西軍(長州藩、薩

摩藩)の戦死者も埋葬されています。 戰死三十一人墓 
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第３項 産 業 

大玉村は、安達太良山の林野、そして、安達太良山の裾野に広がる沃野からの恵みを基に産業が

成り立ってきました。 

江戸時代の初期の文化元年(1604)の「御領分村々奥山やま手役」(大玉村史・資料編)からは、山

へ入り建築用材・萱葺の材料・堆肥の草などを採取するため税額が記載されており、林野が有効に

利用されていたこともわかります。また、江戸中期の文政10年(1827)の「御領内村々畑方歩分并産

業大積覚書帳」(大玉村史・資料編)からは、林野からの産物が記載されています。炭・萱・葉萱・

直芦・うど・わらび・筍・キノコ・栗・桃・柿・氷などがあります。特に炭・萱などが大きな収入

源となっていたことが確認できます。   

 明治期の産業として、安達太良からの水と安達太良山の裾野に広がる沃野に基に、殖産興業をス

ローガンに、水利の改善や技術の改良とともに稲作が推し進められました。そしてこれが現在の大

玉のおいしいお米の始まりとも考えられます。 

また、明治20年(1887)ごろ養蚕の講習会が

開かれ徐々に養蚕が広がりましたが、さらに

東北を襲った明治35年・38年の大凶作が、大

きな転換期となります。この２つの凶作によ

り稲作に頼っての農業から養蚕も加えた農業

が展開されるようになりました。そして、こ

の養蚕は多くの農家で行うようになり、収入

的にも支えとなりました。昭和中期までは養

蚕が多く営まれてきましたが、現在では途絶

えて久しいです。しかし、古代の安達郡は重

要な絹の産地でありました。平安時代奥州平

泉の藤原氏は、毛越寺建立に際し仏師雲慶に贈った諸品に、安達絹千疋と鎌倉時代に書かれた『吾

妻鏡』にあります。 

大正時代には、第一次世界大戦にかけて重化学工業が発展し、電力の需要が増加し、電源開発が

促進され、安達太良山からの水を利用した百日川上流の横堀平と杉田川上流の長久保地区に水力発

電所が建設されました。これにより本村へ初めての電気が供給された。しかし、災害等で建物が壊

され廃業を強いられました。現在では記憶に残る遺産となっています。 

続いて近現代を見ると、現在でも軌道の大部分を確認できるトロッコ道(玉ノ井林用軌道)が、戦

前戦後国有林の木材運搬に使用され、戦前戦後の木材需要を支えました。なお、国産材の需要は、

昭和50年(1975)をピークとして下降をたどります。このトロッコ道は、敷設の時期は明治後期から

大正後期頃とされています。また路線は玉井字

横堀平から本宮市本宮町九縄までの区間約8㎞

でした。昭和30年代初頭に廃線となり 昭和34

年頃よりトロッコ軌道の撤去が行われました。

高齢の方にはトロッコの運転手が憧れの職業

であったとも懐かしく語られています。 

このトロッコ軌道の撤去から、四半世紀後に

は安達太良山が生活の大きな糧ではなく、自然

や景観の対象となっています。 

 

 

ふるさとホール養蚕の展示 

トロッコ道軌道跡(小高倉山地内) 
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また、『選定 ふくしまの水文化』に鳴俣堰・

額石堀(通称バカ堀)・三ツ森溜池と長井坂分水

装置が選ばれています。この水文化とは人々が

水を上手に活用し、また、水を制する中で生み

出された有形、無形の文化や伝統とあります。

こちらも安達太良山からの水が生み出したも

のです。鳴俣堰は「本宮町安達太良神社神官文

書」(大玉村水利事業史)によると、安土桃山時

代から江戸時代当初に大山字皿久保地内に杉

田川の水を百日川へ流し、本宮北部へ運んだも

のです。バカ堀は、和尚山山麓の郡山市石筵へ

流れる唐沢川の水と額沢川の水を安達太良川へ

合流させる水路で、水の流れが低い方から高い方へ流れるように見えるところがあるのでバカ堀と

呼ばれています。『図説大玉の歴史』によると江戸時代末期に造られたものと考えられています。 

三ツ森溜池と長井坂分水装置ですが、三ツ森溜池は七瀬川上流に昭和７年から７年をかけて造ら

れたものです。これには昭和恐慌による農村不況から農民を救済する目的もありました。この溜池

のほど近いところの長井坂地区に円形分水装置が造られ、水が均等に分配されるようにしています。

このように安達太良山からの水、そして、林野の恵みが大玉村の産業を支える重要なものです。 

 

長井坂分水装置 
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第４項 民俗芸能 

  大玉村には、村指定無形民俗文化財として神原田神社十二神楽、本揃田植え踊り、玉井二区太鼓

台運行があります。さらに、指定はまだ受けていませんが玉井三区太鼓台運行もあります。また、

古風を残す大玉の田植唄は、再興を図り継承すべき民謡です。 

神原田神社十二神楽 

 大山字六社山鎮座の神原田神社に伝わる出雲系神楽で、かつては「六社様の十二神楽」ともいわ

れました。「十二」というのは、一日に演じることができる種目は時間的に十二座程度であること

によります。行われるのは春と秋の祭日です。かつて春は４月 17 日、秋は 10 月 17 日でしたが、

近年はそれに近い日曜日になりました。 

神楽は、まず社殿での祭典の中で「榊舞」など一、二座を舞い、祭典のあと隣接する神楽殿で十

数座を舞います。神楽殿は間口４間（7.2ｍ）、

奥行２間半（4.5ｍ）で、上手の間口３間、奥

行２間、高さ４尺（1.2ｍ）を舞台とし、下手

の間口１間を囃子座としています。舞台の正面

には奥行２尺の祭壇を設け、中央には岩戸を模

した幕を下げ、その中央は丸く抜いてあって、

奥に幣束三本を立ててあります。祭壇の左右各

１間には、それぞれ小祠を３基ずつ置いてあり

ます。 

舞方(楽人)はかつては氏子の長男に限り、18

歳で加入し、子息が加入すると退きました。現

在は有志による楽人が継承しています。舞には

素面の採物舞と、面をつけて舞う神楽能(神能)に大別され、合わせて次の十八座があります。 

         

表８ 神原田十二神楽の構成一覧 

①榊  舞 ②鈿女舞 ③矛  舞 ④四つ舞 

⑤大  延 ⑥諏訪鹿島舞 ⑦天狗舞 ⑧大和姫 

⑨太刀舞 ⑩五人舞 ⑪三人舞 ⑫天狐舞 

⑬恵比須舞 ⑭大黒舞 ⑮燈明舞 ⑯天岩戸 

⑰弓八幡舞 ⑱幣  舞   

 

採物は笏のほか榊、扇子、矛、鎌、太刀、鏡、三方、太刀、幣束、釣り竿、宝珠の玉、燈明、弓

などで、舞の後半には鈴を採って舞います。衣装は狩衣、直垂など舞によって決まっています。各

舞の舞庭(舞台)の巡り方は、中通り地方の出雲系神楽と同様に四隅を時計回りに巡る「角まわり」

と、その間をやはり四方に巡る「中まわり」の２種があります。囃子方は７孔の篠笛２、３名、楽

太鼓と締太鼓で１名、鼓１名で、空色の上衣に紫の袴、白足袋で、烏帽子を被ります。 

  伝来については郡山市高玉からとか、猪苗代町川桁からとの伝承がありますが、川桁には現在伝

承されていず、芸態からみると高玉からの可能性が高いようです。その時期についても諸説があり

ますが確証はなく、近郷の神楽からみて江戸時代中期以降と思われます。安達地方の神楽とはやや

異なった芸態で、この地ならではの神楽です。 

 

 

 

神原田神社十二神楽 
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神原田神社十二神楽 
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本揃田植え踊り 

 玉井字本揃に伝わる田植踊で、近郷では「玉

井の田植え踊り」ともいっています。太平洋戦

争前までは旧暦１月 14 日に、主として男性 42

歳、女性 33 歳の厄年の家族のいる家からの依

頼で舞い込みました。 

 踊り手は、早乙女と奴各４名から６名と鍬頭

の久六１名です。さらに「種蒔き」には狐とひ

ょっとこが、「春田うない」には鬼と岡崎(農民)

が出て愉快に舞います。早乙女は本来は男性の

女装ですが、女性が扮することもあります。早

乙女は花模様の襦袢に長袖の着物の右肩をは

ずして着て、帯をお太鼓に締め、しごきを左腰

に締めて端を垂らし、前掛けをつけ、手拭いで頭を包んで花笠を被り、白縁の赤手っ甲で、白足袋

に麻裏草履をはいて、日の丸扇子を持ちます。このような美しい姿をするのは、豊作への強い願い

の表れです。奴は男物の襦袢に紺の股引をはき、色物の手拭を首にかけ、豆絞りの手拭で前鉢巻き

をして黒手っ甲、黒足袋で、軍配といっている花輪を持ちます。久六は農作業着に陣羽織で、前鉢

巻きを締め、久六竹といっている割竹一組を持ちます。 

踊りは久六の「東西東西、東西東西、東西東西と申しましては各々様方、ご見物舌長な口上、あ

まり高うは御座候へども・・」という口上があってから、次の 22 種を、久六の指示で踊ります。 

 

表９ 本揃田植え踊りの構成一覧 

①振込み ②五葉の松 ③苗代うない ④苗代すり 

⑤苗代締め ⑥種蒔き ⑦春田うない ⑧籾すり 

⑨ふきはぎ ⑩米搗き ⑪代かき ⑫苗取り 

⑬田植え ⑭隠居田植え ⑮田の草とり ⑯郷踊り 

⑰稲刈り ⑱稲こき ⑲籾よし ⑳籾ふき 

㉑籾倉入れ ㉒上がりはか   

   

囃子方は７孔の篠笛１、２名、鋲留大太鼓と枠付締太鼓各１個で１名、それに歌い手がつきます。 

伝来したのは 250 から 300 年前との伝承もありますが、史実とするには無理があります。福島県

内で田植踊に関する最初の記録は会津藩が編纂した貞享２年(1685)の『風俗帳』で、これには「春

田打、福吉蚕種かそへ」あるいは「正月田植」といって女装した３・４人が早乙女に扮し、太鼓を

打ち、田植えに関する歌をうたって歩いたとありますが、「踊った」とは書かれていません。これ

が文化４年(1807)の『風俗帳』なると「早乙女田植踊」とあり、笛も加わり「躍りて」と記される

ようになります。つまり田植踊が成立したのは、約 200 年前の文化年間ということになります。こ

れが安達・二本松に伝わり、一気に種目を増やしました。田植踊は秋田県を除く東北５県だけで行

われている踊りですが、これらの中でも本揃や二本松市石井、本宮市稲沢のものは種目が 20 以上

もある貴重なものです。さらに本揃での最初の久六の口上は、人形浄瑠璃や歌舞伎で述べられるも

ので、田植踊では当地以外に例をみません。 

 

(注)「本揃田植え踊り」は、指定の名称にしましたが、学術的には「田植踊」または「田植踊り」です。 
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第４項 民俗芸能 

  大玉村には、村指定無形民俗文化財として神原田神社十二神楽、本揃田植え踊り、玉井二区太鼓

台運行があります。さらに、指定はまだ受けていませんが玉井三区太鼓台運行もあります。また、

古風を残す大玉の田植唄は、再興を図り継承すべき民謡です。 

神原田神社十二神楽 

 大山字六社山鎮座の神原田神社に伝わる出雲系神楽で、かつては「六社様の十二神楽」ともいわ

れました。「十二」というのは、一日に演じることができる種目は時間的に十二座程度であること

によります。行われるのは春と秋の祭日です。かつて春は４月 17 日、秋は 10 月 17 日でしたが、

近年はそれに近い日曜日になりました。 

神楽は、まず社殿での祭典の中で「榊舞」など一、二座を舞い、祭典のあと隣接する神楽殿で十

数座を舞います。神楽殿は間口４間（7.2ｍ）、

奥行２間半（4.5ｍ）で、上手の間口３間、奥

行２間、高さ４尺（1.2ｍ）を舞台とし、下手

の間口１間を囃子座としています。舞台の正面

には奥行２尺の祭壇を設け、中央には岩戸を模

した幕を下げ、その中央は丸く抜いてあって、

奥に幣束三本を立ててあります。祭壇の左右各

１間には、それぞれ小祠を３基ずつ置いてあり

ます。 

舞方(楽人)はかつては氏子の長男に限り、18

歳で加入し、子息が加入すると退きました。現

在は有志による楽人が継承しています。舞には

素面の採物舞と、面をつけて舞う神楽能(神能)に大別され、合わせて次の十八座があります。 

         

表８ 神原田十二神楽の構成一覧 

①榊  舞 ②鈿女舞 ③矛  舞 ④四つ舞 

⑤大  延 ⑥諏訪鹿島舞 ⑦天狗舞 ⑧大和姫 

⑨太刀舞 ⑩五人舞 ⑪三人舞 ⑫天狐舞 

⑬恵比須舞 ⑭大黒舞 ⑮燈明舞 ⑯天岩戸 

⑰弓八幡舞 ⑱幣  舞   

 

採物は笏のほか榊、扇子、矛、鎌、太刀、鏡、三方、太刀、幣束、釣り竿、宝珠の玉、燈明、弓

などで、舞の後半には鈴を採って舞います。衣装は狩衣、直垂など舞によって決まっています。各

舞の舞庭(舞台)の巡り方は、中通り地方の出雲系神楽と同様に四隅を時計回りに巡る「角まわり」

と、その間をやはり四方に巡る「中まわり」の２種があります。囃子方は７孔の篠笛２、３名、楽

太鼓と締太鼓で１名、鼓１名で、空色の上衣に紫の袴、白足袋で、烏帽子を被ります。 

  伝来については郡山市高玉からとか、猪苗代町川桁からとの伝承がありますが、川桁には現在伝

承されていず、芸態からみると高玉からの可能性が高いようです。その時期についても諸説があり

ますが確証はなく、近郷の神楽からみて江戸時代中期以降と思われます。安達地方の神楽とはやや

異なった芸態で、この地ならではの神楽です。 

 

 

 

神原田神社十二神楽 
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田植唄 

かつて大玉村では田植唄が、田植えだけでなく苗取りでも盛んにうたわれました。 

  〽 ヤレ今日の田植えの田主殿は  大金持とき－ 

〽 聞こえたや 北は奥州南部や津軽 外が浜までもき－(以下略) 

田植えは多くはユイといって、数軒ごとの共同作業でした。朝まだ暗い午前４時ころから始め

るのですが、作業の間、ユイごとに歌い手が田の畔に立って終日うたいました。うたうのは作業

の手を揃えるためといっていますが、本来は田の神を呼び招き、しっかりと早苗に依り付かせな

ければ豊作にならないと信じていたことに

よります。 

松尾芭蕉が元禄２年(1689)５月に江戸

を立ち、白河の関を越える時に「風流の初

やおくの田植うた」という句を詠みまた。

この時に聞いたと思われる田植唄は、今で

は白河には伝えられておらず、かなり近い

と思われるものが須賀川市仁井田に残され

ており、大玉村の田植唄もその系統に属し

ます。この唄は今日うたわれている民謡の

８～９割を占める近世調より古い詞型で、

旋律も古風であることから、大変貴重です。

それだけに「米どころ大玉村」にとっても、

末永く継承すべき民謡です。 
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第５項 伝 承  

大玉村には、源頼朝の高祖父八幡太郎義家や平安時代末期の文
もん

覚
がく

上人こと遠藤盛遠の伝説が残って

います。ここでは、玉井の地名の由来、鶴塚、玉井の井戸について触れてみます。 

八幡太郎義家にまつわる伝説 

織井の清水と機織御前 

 玉井字織井(現玉井字馬場)にあり、源頼義・義家

の奥州平定のとき、義家の側女織井御前がにわかに

産気をもようしたが、付近に産湯の水が無かったの

で、矢の根で試掘したところ、清水がこんこんと湧

き出したという。この清水はどんなに旱が続いても

減ったり枯れたりせずに、飲料や田の灌漑の水源と

して利用されてきたといわれます。 

また八幡太郎義家の側女が機織をして、織物を洗

うのに清水を用いたので織井の清水といい、織姫で

ある側女を祀った社が織井御前で、以前は織井の清

水の側にあった小さな祠でしたが、後に相応寺の境

内に移されました。(『大玉村史』) 

 このような伝説には、歴史事象のほかに水や産物などに関する内容が含まれ、それぞれが地域と深

いつながりがみられます。その一つに機織り伝説があり、これは安達地方の古代の特産物である絹に

まつわるものです。また水は農民にとって生きていくための大切なもので、弘法清水の伝説のように、

水を伴う信仰や伝説は各地に広がっています。 

 安達郡内では、古代から絹の産地であったことから「安達絹」は税の対象となりました。鎌倉時代

の後期に書かれた『吾妻鏡』の文治５年(1189)「毛越寺」について書かれているところに、平泉藤原

氏が本尊を造立した仏師雲慶に、安達絹千疋などを贈ったとあります。藤原氏が勢力拡大した平安時

代後期には、安達地方において絹の生産が盛んであったことを示しています。 

 機織り姫の伝説には、二本松市塩沢の塩沢神社の由来に機織御前の伝説があり、それは「昔、田治

ヶ岡に安達太郎という殿様がいた。ある日天から舞い降りた天女の美しさに心をひかれ、天女の羽衣

を奪って館に引き入れ、無理に夫婦の契りを結んでしまいました。天女は毎日泣きながら、機を織っ

ていたがそのうち一人の女の子が生まれた。その子が５歳の時、ついに羽衣の在りかをつきとめたの

で、我が子を一室に呼び入れて、機の杼を渡し、ここから北の方角にこれを祀り、母と思ってお参り

せよと言い残し、泣き叫ぶ我が子に別れを告げ、帆衣を身につけて天に上りました。」太郎は娘から

このことを聞き、北の方の山にこれを祀り機織り御前と名付けた(『二本松市史』８民俗)とあります。

これは全国的にみられる羽衣伝説の類ですが、このような機織りの伝説がみられることは、古くから

養蚕や絹織りが盛んな地域であったということをものがたり、古来人々の重要な生業としてこの地に

守り伝えてきたと考えられます。 

 また、源義家にまつわる伝説に、奥州征伐の時軍馬を訓練した場所を馬場と名付け、そこの桜を馬

場桜または駒止めの桜と言われています。また、玉井字矢中は、義家が矢を放ち、その矢が森の中に

落ち、そこを矢中と呼んだ。また、源頼義父子が安部頼時父子征伐のためこの地に入った時、馬の鞍

が傷んだためこれを棄てた場所を鞍骨屋敷といい、付近の小高い山を鞍掛山というなど、義家にまつ

わる地名伝説があります。 

 八幡太郎義家の伝説は、英雄と土地の歴史とを結びつける伝説であり、各地に広がっています。 

織井の清水 
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を奪って館に引き入れ、無理に夫婦の契りを結んでしまいました。天女は毎日泣きながら、機を織っ

ていたがそのうち一人の女の子が生まれた。その子が５歳の時、ついに羽衣の在りかをつきとめたの

で、我が子を一室に呼び入れて、機の杼を渡し、ここから北の方角にこれを祀り、母と思ってお参り

せよと言い残し、泣き叫ぶ我が子に別れを告げ、帆衣を身につけて天に上りました。」太郎は娘から

このことを聞き、北の方の山にこれを祀り機織り御前と名付けた(『二本松市史』８民俗)とあります。

これは全国的にみられる羽衣伝説の類ですが、このような機織りの伝説がみられることは、古くから

養蚕や絹織りが盛んな地域であったということをものがたり、古来人々の重要な生業としてこの地に

守り伝えてきたと考えられます。 

 また、源義家にまつわる伝説に、奥州征伐の時軍馬を訓練した場所を馬場と名付け、そこの桜を馬

場桜または駒止めの桜と言われています。また、玉井字矢中は、義家が矢を放ち、その矢が森の中に

落ち、そこを矢中と呼んだ。また、源頼義父子が安部頼時父子征伐のためこの地に入った時、馬の鞍

が傷んだためこれを棄てた場所を鞍骨屋敷といい、付近の小高い山を鞍掛山というなど、義家にまつ

わる地名伝説があります。 

 八幡太郎義家の伝説は、英雄と土地の歴史とを結びつける伝説であり、各地に広がっています。 

織井の清水 
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遠藤ヶ滝と文覚上人伝説 

 大玉村を流れる杉田川の上流に約３ｍの滝があり、不動滝ともい

われ岩室の上に不動明王が祀られ、近くに不動堂があります。この

滝は、古くから不動信仰の対象として浸透してきたと思われます。

不動尊は修験道の行者たちの本尊とされ、修験僧であった文覚は那

智の滝で厳冬に21日間の水行をしたといわれています。遠藤ヶ滝

については『安達郡案内』明治43年(1910)に、「字分道にあり、数

条の小滝合して一となり、懸崖を落下して被瀑をなす。伝え云う、

昔文覚上人東国下向の折、杉田川を渡らんとせしとき水上に梵字の

浮びしを見て、水源に不動明王のおはするならんとて深く渓谷を分

け入り、遂にこの滝を尋ね得て荒行を修すと。滝は蓋し上人の俗姓

に因めるものならんといふ。」とあります。 

 文覚上人は俗名が遠藤盛遠といい、平安末期から鎌倉初期の僧で、

もとは武士で出家して僧になりましたが、出家の理由は恋にかかわ

るという説もあります。承安３年(1173)神護寺の再興を志して、後

白河院に強訴したことから伊豆に流され、伊豆で源頼朝と親交を深

めのちに平家追討に貢献したといわれています。平家滅亡後に源頼

朝と後白河院の庇護を受け、神護寺・東寺・西寺・高野大塔の修復

に尽力しました。しかし後白河院が崩御し、頼朝も没すると後鳥羽院に疎まれ、佐渡そして対馬に流

罪になりました。文覚上人の伝承は『平家物語』などにみえ、浄瑠璃・歌舞伎の題材になっています。 

 文覚上人の修行場としその地にゆかりの伝承が各地にみられ、里人に親しみを持って伝えられると

ころは、弘法大師の由来伝説が各地にあることに類似しています。文覚は大師信仰（弘法大師空海に

対する信仰）の熱烈な信者であったと、各地を巡る聖地伝承という共通点があるといわれています。 

 遠藤ヶ滝にまつわる伝説は次のようにあります。 

 「はるか昔、承安年代(1171～1174)の頃、遠藤盛遠が若武者のころ源渡という親友がいた。源渡の

妻は袈裟御前と呼ばれた絶世の美女であった。盛遠は渡の家をたびたび訪れるうちに、袈裟御前をい

とおしく思うようになった。その想いをついに打ち明けるが、袈裟御前は我が夫を思い一人悩んだ。

そして袈裟御前は自分さえいなければという考えに陥り、盛遠は源渡さえいなければと思うようにな

りました。ある時、袈裟御前は訪ねてきた盛遠に「夫渡は、酒に酔って高殿で寝ています。」と語り

かけた。それを聞いた盛遠は自分の想いが通じたと思いこみ、夜陰に紛れて寝所へ忍び込み、一刀の

もとに首を切り落としました。ところがよく見ると、盛遠に斬られたのは夫の身代りとなって寝てい

た袈裟御前でした。その場から遁れた盛遠は、悲しみのあまり俗世を捨て仏門に入り、修行の道に救

いを求めました。名を文覚と改め熊野権現に誓い、那智の滝で千日の荒行を修め山伏となって全国霊

地を巡歴しました。やがて陸奥にやって来て、杉田川を渡ろうとした時、カーン・マーンの梵字が浮

かんでいますのを見て、上流に不動明王のおわす事を悟り、深く渓谷を分け入りついにこの滝を見つ

け、傍らの石室に篭りながら荒行を修めた所で、以来この滝を遠藤ヶ滝と呼ばれるようになった。」

とあります。(大玉村観光協会『大玉まるごと百選』) 

 なお、文覚上人に関する伝説は、付近の錫杖山の伝説、さらに本宮市旧和木沢の高松山観音寺再興

にまつわる伝説があります。この高松山観音寺の文覚上人の伝説は、山腹に白山山王その他諸仏神が

あり、源義家が東夷征伐の途中この山に参籠し、治承年中には文覚上人が数か月の間錫を留め修行し、

出山の折りに文覚上人は笈仏の不動明王をこの寺に納め、以後庶民の信仰厚く十二坊を建立、堂舎・

仏閣・鐘楼・三重塔を設けたといわれています(『安達郡案内』)。さらに天保 12 年(1841)に著され

た地誌『相生集』には、「観音寺(天台古ハ禅宗也しを天和三年改宗)常光明山高松院といふ、大同二
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年徳一開基嘉応年中文覚上人廻国の時此地に至り、山上に月山湯殿羽黒の三山をうつし、中段に山王

権現を建立し境内に九拾九末社を勧請し、学頭真常光寺別当観音と号せし、天正の兵火にかゝりて一

山尽く焼失して学頭ハ退転し別当観音寺ばかり残れり、坊中は円蔵坊のミ存して今観音寺の門徒たり、

本尊シヤカ下野国崇光寺末」とあります。 

 また、文覚上人にまつわる伝説に、伊達郡白根村の境松といふ處に、クルカバシという名の橋があ

り、文覚上人がここを過ぎて、西行法師が追ってくるかと、独り言をして後ろを振り返った故迹
こせき

とい

う(『定本柳田国男集』第５巻「橋の名と伝説」)などがあります。 

 

玉井の地名伝説(玉井の由来) 

 玉井の地名になっています玉井字南町田園中に

ある玉井は、昔この井戸から紫色の玉が掘り出され、

村人はこれを吉兆だといい、その由来についての伝

説が残っています。「むかし安達太良山のふもとの

村の田んぼの片隅に井戸があったそうだ。ある晴れ

た暖かい日に、年老いた百姓夫婦が畑仕事をしてい

たが、疲れたので水を飲もうとひと休みした。そし

ておばあさんが井戸へ水くみに行くと、井戸の中に

何やら光るものを見つけた。おばあさんは不思議に

思いすぐおじいさんを連れて来て、二人で井戸の中

の水を汲みあげた。何度も何度も汲み上げていると

水は無くなり、井戸の中からとてもきれいな水晶の

丸い玉が出てきた。おじいさんがその玉を庄屋さんの所へ持って行き、訳を詳しく話したところ、村

中の人と相談の結果、井戸から玉が出たので、「玉井」と呼ぶようになったと伝えられる。しかし江

戸時代末期の天保年間には、井戸の形態は失われてしまった。」(『あだち野のむかし物語』) 

明治時代になり、村の有志により「玉井」の井戸が整備され、春秋２回盛大に祭りが行われました。

現在は毎年４月８日に「井戸祭り」として行われています。井戸から出た玉は直径3cmで、明治天皇

巡行の際天覧に供したといわれています。現在は「あだたらふるさとホール」に展示されています。 

 民俗的にはタマは霊魂を表すと考えられています。加工された水晶の玉は神体となる例もあり、こ

の玉に特別な霊力を持つという信仰があったと考えられています。 

 

鶴塚の伝説 

 玉井字大名倉山(字名古呂山)の中腹にあり、相生集によれば元禄年中、山田金太夫(月岡某)という

ものが主君の命によって、名倉山で鶴を撃ったところ、その足に金の札があり、札には「頼」の一字

を残すほかに、磨滅して見えなかった。さて、その鶴を埋めた所は、名倉山の中腹に塚を建て、一株

の杉を標とした。(『大玉村史』) 

 また、『安達郡案内』に、「名倉山の中腹にあり、伝えて云う元禄年中山田金太夫といへる者、命に

よりて名倉山にて鶴を撃ちたるに其の足に金札あり、札の面には「頼」の一字を遺し他剥滅して明か

ならず、塚は即ち其鶴を埋めし所にして一株の老杉今是が標をなせり。」 

 源頼朝が鶴を放鳥したという伝説があります。この伝説はこれにまつわるものでしょう。 

 人や動物など死んだ生き物を埋めて塚を築くのは、平地より高くして神霊が寄り付きやすいという

信仰が古くからありました。 

玉井の玉 
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こせき

とい

う(『定本柳田国男集』第５巻「橋の名と伝説」)などがあります。 

 

玉井の地名伝説(玉井の由来) 
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た暖かい日に、年老いた百姓夫婦が畑仕事をしてい

たが、疲れたので水を飲もうとひと休みした。そし

ておばあさんが井戸へ水くみに行くと、井戸の中に

何やら光るものを見つけた。おばあさんは不思議に
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明治時代になり、村の有志により「玉井」の井戸が整備され、春秋２回盛大に祭りが行われました。

現在は毎年４月８日に「井戸祭り」として行われています。井戸から出た玉は直径3cmで、明治天皇

巡行の際天覧に供したといわれています。現在は「あだたらふるさとホール」に展示されています。 

 民俗的にはタマは霊魂を表すと考えられています。加工された水晶の玉は神体となる例もあり、こ

の玉に特別な霊力を持つという信仰があったと考えられています。 

 

鶴塚の伝説 

 玉井字大名倉山(字名古呂山)の中腹にあり、相生集によれば元禄年中、山田金太夫(月岡某)という

ものが主君の命によって、名倉山で鶴を撃ったところ、その足に金の札があり、札には「頼」の一字

を残すほかに、磨滅して見えなかった。さて、その鶴を埋めた所は、名倉山の中腹に塚を建て、一株

の杉を標とした。(『大玉村史』) 

 また、『安達郡案内』に、「名倉山の中腹にあり、伝えて云う元禄年中山田金太夫といへる者、命に

よりて名倉山にて鶴を撃ちたるに其の足に金札あり、札の面には「頼」の一字を遺し他剥滅して明か

ならず、塚は即ち其鶴を埋めし所にして一株の老杉今是が標をなせり。」 

 源頼朝が鶴を放鳥したという伝説があります。この伝説はこれにまつわるものでしょう。 

 人や動物など死んだ生き物を埋めて塚を築くのは、平地より高くして神霊が寄り付きやすいという

信仰が古くからありました。 

玉井の玉 
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日枝神社三十六歌仙絵馬 

第６項 風俗慣習 

 大玉村には、多くの年中行事が伝承されています。サイの神は冬の風物詩として住民の皆さんに

愛されています。また、明治期には三神社へ三十六歌仙絵馬が奉納され文化の高さも窺い知ること

ができます。 

大玉村の“サイの神” 

 大玉村では年中行事の中で正月行事として、サ

イの神という集落の行事が行われています。１月

７日に 15 か所程の集落で行われています。数日

前から水田や広場に稲藁や柴木などを竹や木な

どに巻き付けて直径４～５ｍ、高さ６～７ｍの円

錐状に組み、中心に芯となる柱を長い竹や木を高

く立てます。また中心を小屋型のようにして空間

をつくるところもあります。夜６時ごろに集落の

人が集まり、正月の松飾りやしめ縄、書き初めな

どを持ち寄り、幣束を置いて子どもたちが点火し

ます。この時の火の煙に乗って年徳神を迎えると

いいます。この火祭りの火は神聖で餅や団子を焼

いて食べると病気をしないといい、残り灰を持ち帰り体に塗りまた玄関に撒くと体が丈夫で病気し

ないといわれています。子どもたちは書き初めを一緒に燃やし、紙片が高く舞い上がれば、字が上

手になるといい、火にあたると丈夫で風邪をひかないとわれています。場所によってドント焼きな

どともいわれ、以前には二つを作った所もありました。 

当日の夜各所で炎が高く上り夜空を焦がし赤々と燃えるサイの神の火祭りは、大玉村の正月の風

物詩となっています。 

福島県内の会津地方の旧熱塩加納村のサイの神は、１月 15 日雪の上に木と竹と藁を縄でしばっ

たジイとバアと呼ぶ２本の作り物を立てます。それぞれ男神、女神といわれ、夜大きい方から火を

つけます。この火で餅・スルメを焼き、たばこに火をつけて吸います (『福島県の年中行事』)。

また、三島町のサイ神は１月 15 日に行われ、オンベイと呼ばれる飾りを付け稲わらで巻かれた柱

を神柱とバンバと呼んで雪原に刺し燃やします。重要無形民俗文化財に指定されています。いわき

市などでは鳥小屋と呼ばれています。 

サイの神の行事は、歳神の降臨とされ新しい歳を迎える行事で

あり、無病息災・子孫繁栄・豊作祈願を願う迎春の行事です。ま

た火祭りは、盆と同じように先祖の魂祭りでもあり、火は神聖な

火とされています。 

 

大玉村の絵馬奉納 

大玉村の寺院や神社に奉納されている絵馬は、庶民の信仰の深

さを知るだけではなく、文化芸術的にも優れた作品が多く、この

地方の文化の高さを表しています。大玉村の絵馬については、昭

和 59 年(1984)に大玉村教育委員会から『大玉村の文化財第３集絵

馬』が発行され、村内に寺院や神社に奉納された絵馬について詳

細な調査に基づき解説されています。これによると村内の神原田

神社(大山字神原田)・日枝神社(大山字宮ノ前)・稲荷神社(大山字

狐森)・愛宕堂(大山字東)・馬頭観音堂(大山字仲ノ在家)・羽山神社(大

サイの神 
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山字高屋敷)・玉井神社(玉井字午房内)・八坂

神社(玉井字天王下)・八坂神社(玉井字相ノ

沢)・十楽院(玉井字馬喰内)・愛宕神社(玉井字

本揃)・玉泉寺(玉井字薄黒内)・相応寺(玉井字

南町)などの寺社に残っています。 

これらの寺社に奉納された絵馬は、文化 14

年(1817)から昭和 30 年代までのもので、最大

で縦 130×横 195cm で、縦横１ｍ未満のものが

多くあります。絵は馬図をはじめ合戦や武勇伝

の武者絵馬、巡礼の絵馬、伊勢太々神楽や狐面

など信仰絵馬、さらに三十六歌仙絵馬、そして

稲作や養蚕の豊作祈願、商売繁盛と子孫家内安

全など稲荷信仰にまつわる絵馬など、庶民の願

いを表す絵馬が多く残っています。 

特に三十六歌仙や六歌仙絵馬は優れた絵師

による作品が多くあります。日枝神社の三十六

歌仙絵馬は明治初期のもので、絵は大原文林、

書は安部井磐根で、杉材に彩色され 36 枚が現

存しています。玉井神社の三十六歌仙絵馬は、

明治22年(1889)の奉納で２点欠落し34点が現

存し、絹本彩色黒塗り縁の左下に朱字で奉納者

名があります。そのなかの「中務」の絵馬に「羅

蔔謹画」とあります。この人は金子羅蔔のことで狩野派を学び

明治３年梁川(伊達市)に居住して、屏風・襖絵など特に『温養

蚕事図解』など養蚕の絵を多く残している人物です。 

 天王下八坂神社の三十六歌仙絵馬は、杉材で 36 点が現存しそ

のうち１点は額縁欠となっています。製作年代は明治中期で、

絵師は文岳で、書は糠澤直之允です。ほかにこの絵馬の奉納者

一覧名の額があります。 

絵師の文岳は、大原文林の門下であり、大原文林は根本愚州

とともに江戸で谷文晁のもとで絵の研鑽を積んでいます。文林

は旧大山村に住み、冨士越の雲龍図を得意とした画家です。 

書の糠澤直之允清篤については、曽祖父直左衛門が持高三十

六石の富農で、文化９年に二本松藩から郷士の格を仰せつけら

れています。後に零落するが直之允 26 歳にとき仙台の薬屋に奉

公に出て、年季明けて二本松で薬種商を開き、後に本宮へ移り

大店の糠沢薬店を構えます。仙台で以前から嗜んでいた和歌を、

仙台藩医師千柳亭綾彦に学び、千檀園綾尚の号を受けました。

明治 11 年第一回県会議員になっています。 

絵師文岳の絵馬はこのほか天王下八坂神社の伊勢参宮道中図(明治 20 年２月)や力士絵(明治 23

年)があります。また玉井神社にも文岳の力士絵（明治 23年 4 月）が奉納されています。力士絵奉

納は、玉井村出身で役力士を務めるまでに出世した遠藤氏一族よりの出身力士像を描いたもので、

村の歴史を物語る貴重な絵馬の一つです。 

天王下八坂神社「伊勢参宮道中図」 

玉井神社「力士絵」 

神原田神社「繭額」 
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ほかに神原田神社の明治 34 年 10 月奉納の繭額は、繭の実物で遠藤金三郎門人 10 人の名があり

ます。遠藤金三郎は、安達郡和木沢村(本宮市)に元治元年(1864)に生まれ、養蚕技術を学び養蚕飼

育蚕種製造法を修得、蚕種製造登録商号「五百川舘」の免許を持ちました。養蚕研究家で『養蚕新

論』を著し県内各地に高弟を持っていました。当時の村の産業として養蚕が盛んであったがことが

この絵馬から知ることができます。大玉村の絵馬から、二本松藩御絵師の大原文林やその門弟とみ

られる地方絵師の活躍の実態が浮かび上がり、活発な芸術活動の痕跡が窺われます。近世末から近

代にかけてのこの地域の人々の信仰、また学問・教育など豊かで高度な文化活動を知ることができ、

地域の歴史を表す貴重な史料です。 

 現在、日枝神社・玉井神社・天王下八坂神社の三十六歌仙絵馬および、神原田神社の絵馬は大玉

村有形文化財に指定されています。 
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表10 大玉村の年中行事一覧

　 １　正月の行事

名　　称 内　　　　　　　　　　　　　　　容

元朝参り 　元日午前零時の一番鐘を合図にお宮参りをする。神棚と屋敷神様を拝んでから、幣束
とオサゴ（米を入れたツツコ）を持って村の鎮守様へお参りをする。

若水汲み

　元日朝早く戸主か長男が、風呂に入って身を清め新しい桶を持って井戸から水を汲む。
井戸には米や餅を供え、拝んでから水を汲む。その水で茶を沸かし神棚・御釜様・御先
祖様に供え、その後親から順に家族でのみながら干し柿を食べる。若水汲みは、村内ど
こでも三が日行っていたが、七草までや14日まで汲むところもある。

仕事始め（事初め） 　２日は仕事初めといい、農家では藁打ちや種子選りなどをする。商家は初売り・初荷・
買い初めで賑わう。書き初めなど稽古事の事初めでもある。

初夢

　２日の夜は初夢で、「永き世の遠の眠りのみな目ざめ波乗り船の音のよきかな」と人の
知られないように紙に書き、船の形に折って枕の下に入れて寝る。この文章は前後どち
らから読んでも同じ言葉になっている。初夢の良い夢とされるのは、富士・鷹・なすび、
葬式の夢や家事の夢も良い夢という。

三日とろろ
　３日にとろろを食べるのは、餅など馳走を食べて疲れた胃腸を休めるためや、長生き
するとか風邪をひかないなどと言われ、残ったとろろ飯は屋敷の回りにまくと悪い病気
にならない。また、泥棒がすべって家の中に入れないという。

棚下ろし（棚さがし）
年始

　４日神棚に供えた饌物を下して、雑炊などにして食べる。この日新婚者は年賀の回礼
をする。寺の年始の日で坊さんが年始に来る。

まるめ年 　昔は６日に家内中そろって本膳をとって祝ったという。

山入り 　６日には初めて山に入る日で「山申し」ともいう。この日小正月の団子の木（ミズ木）
を採ってくる。爪の切り初めともいう。

七草粥 　７日は七種の野菜を摘んで刻んで粥に入れる。鶏が鳴かないうちに摘む。神に供え祝
い食べる。

農の初め

　11日早朝暗いうちに歳神に飾った松「拝ん松」を持って、洗米と切餅を一升枡に入れ
田畑に出かけ、三鍬・五鍬耕して松を立て、米と餅を供えて豊作を祈る。帰宅後背負縄
を作り、歳神様に供え朝飯に雑煮餅（茶の子）をとり、便所や塵溜を掃除して農始めと
する。

団子さし 　14日は小正月・団子の正月・団子の年取りなどともいわれ、山入りのとき採ってきた
ミズ木に米粉をねってまるめ茹でた団子を枝に指し、御釜様・御先祖様・歳徳神に供える。

十六団子・三十六団子
　昔は14日の小正月に繭の形に握った団子16個をつくり仏壇に供える。御釜様には丸め
た36個の団子を供える。また大黒柱（大黒様）と石臼には、ヨモギに粉をつけ花が咲い
たようになったものを縛り飾ったという。

長虫追い・もぐら追い
　昔は団子を茹でた汁を家の回りに撒くと長虫（蛇）除けになる。このとき「長虫くんな、
長虫くんな」と言いながら撒く。また「つちんぼ」に縄をつけ「つちんぼごろごろ、つ
ちんぼごろごろ」といいながら家の回りや屋敷内の畑などを引いて歩ったという。

かせどり

　昔は14日の夜、子供たちが蓑笠を着て顔を覆い、「カッカーカッカー」と言いながら戸
口を叩いて回り、各家から団子や餅を貰う。水祝儀といい水をかけられる。これをカセ
ドリといい水をかければその年の農業用水に困らないという。この日年直し（厄年）の
いる家では、厄払いとして七福神や田植え踊りなどが招かれたという。

成木ぜめ
　昔は14日の晩に二人で鉈と鋸を持って柿の木（梅や桃など実の成る木）に向かい、一
人が「なっかなんねえか、なんねと伐るぞ」と言うと、もう一人が「成り申す、成り申す」
と答えたという。

正月送り 　しめ送り・門松送り・左義長ともいう。15日の朝早く、しめ飾りをまとめ氏神様の木
などに結い送る。

サイノカミ（左義長）

　現在では１月７日に行われる集落が多いが、元来小正月の行事である。正月の松飾り
やしめ縄、書き初めなどを持ちよって焼くもので「どんと焼き」ともいっている。竹や
藁で円錐状に組み柴木などを入れ、入口に幣束を置いて点火する。この時の火の煙に乗っ
て年徳神が帰るという。この火祭りの火は神聖で餅や団子を焼いて食べると病気をしな
いといい、残り灰を持ち帰り体に塗りまた玄関に撒くと体が丈夫で病気しないという。
子供たちは書き初めを一緒に燃やし、紙片が高く舞い上がれば、書が上手になるといい、
火にあたると丈夫で風邪をひかないという。

やぶ入り 　昔は16日は住み込みの使用人、奉公人などが暇をもらい、実家へ帰ったという。

山の神講
　17日は山の神講で、この日は山霊のたたりがあるので山仕事を休む。男たちは米や食
費を出し合い、当番の家に集まり、餅をつき食事をして祝った。この時行儀作法や祝い
唄などを習った。

十八粥（団子の木下ろし） 　18日は団子の木下しともいい、小正月の団子を取り外し小豆粥に入れて、神に供え食
べる。
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十九夜様 　昔は十九夜講ともいい若い女性（お嫁さん）たちの集まりの行事で、ご馳走を持ち寄る。
月が出ると外に出て拝んだという。

歯固め 　昔は20日に神棚から鏡餅を下して食べる。歯固め餅といい歯が丈夫になったという。

えびす講 　昔は20日はえびす講、膳にはご馳走を並べ、生きた鮒と枡にお金を入れて神棚に供え、
繁昌を祈ったという。

団子の天気占い 　昔は20日ごろ団子の木を下して、12個の団子をイロリに並べ、その焦げ具合を見てそ
の年の天気を占ったという。

二十三夜様
　昔は二十三夜講・二十三夜待ともいい、女性の行事で二十夜様の掛け軸を掛け、当番
の家に持ち寄ったご馳走を食べ、月が出るのを待つ。月が出ると外に出て拝む。安産を
願って行われたという。

初寅
　正月の月の初めの寅の日、和木沢村和田の岩角山毘沙門天に真夜中に起きて参詣する。
家内中で参詣し家内安全・五穀豊穣を祈り、帰りに土産にマサルを買う。マサルは去年
に勝るにあやかったという。

次郎の一日 　昔は２月１日は次郎のついたちといい、餅をついて神様に供え、農作業は休んだという。

節分

　立春の前日。年男が豆まきをする。豆は日暮れまでに炒って、枡に盛り神棚へ供えて
おく。門や玄関に鬼が入るのを防ぐため、ヒイラギの小枝にいわしの頭を刺したものを
飾る。ヒイラギのとげで鬼の目を刺して、侵入を防ぐという。夜になると玄関・勝手口・
縁側などすべての戸を開け放し、年男が枡に入れた豆を手に玄関から部屋ごとに、出入
り口で「福は内、鬼は外」と二回ずつ繰り返し声をかけて豆をまく。豆まきが終わったら、
鬼は外に締め出し、福は逃げないようにすぐに戸締りをする。その後家族全員でそろっ
て豆を食べる。「年取り豆」と言われ、自分の年齢の数だけ食べる。豆を食べると健康（ま
め）になると言われるという。まいた豆を拾い集めて神棚に上げておき、その年初めて
雷を聞いた日に食べると無病息災や豊作の願いが叶うという言い伝えがある。

豆占い 　昔は節分の日に豆をイロリの火の周囲にならべ、その焦げ具合を見てその年の天気を
占ったという。

おくだり八日 　昔は２月８日は出雲大社より諸神がお降りになる日とされ、特に遅く起き音声を立て
ず餅を搗き、12個ないし13個の餅を神棚に供えたという。

初午 　昔は２月初の午の日に稲荷神社に詣で、五色の紙に「稲荷大明神」と書いた小幡を供
える。養蚕講の婦人は集合して、餅を搗き宴を開き農蚕の豊作を祈ったという。

ひな祭り

　３月３日「桃の節句」「弥生の節句」ともいい、女の子の成長と幸福を願い、美しい人
形を飾って、赤飯・菱餅と桃の花を供え、白酒でお祝いをする。ひな人形は一二週間前
に飾る。一夜飾りはよくない。また片づけは節句が終わって３日以内にするという。菱
餅は、付近の家数軒の共同でつくった。

彼岸 　彼岸の中日は、仏前に端糸（キリズネ）・とろろ・団子・かわかんじょう・造花を供え、
またこれらを持ってお寺参りをする。

遠藤ヶ滝不動尊祭り 　４月８日が祭日で、遠方からの参詣者が多い。

さなぶり

　昔は田植えが終わると手伝い人を招待し、そのお祝いをする。台所のかまどの神様に、
新しい藁で結んだ苗一把とお神酒、丸餅を供えて、田植が無事に終了したことを感謝し、
豊作を祈願する行事で、また、ご馳走を作り、田植の手伝いをしてくれた人を呼んで酒
を飲み、お祝いをする。つゆもち・あんこもち・おこわなどのほか、焼いた塩引き、煮
物などの料理も振る舞われていた。この日の餅を「さなぶり餅」といい、温泉へ湯治に
行って休む老人もいたという。

端午の節句

　５月５日の五月節句で、今は幟や鯉のぼりを掲げ、五月人形を飾り柏餅を供え、菖蒲
湯に入る。男の子の祝いとされ、柏は若葉が出ないと古い葉が落ちないことから、後継
ぎが絶えないという縁起からという。菖蒲湯は薬草の効果と勝負に通じるという。５月
は田植えの月であり、田の神様を迎える重要な月とされ、物忌（潔斎）の必要から、婚
礼を避ける習慣があった。

七夕

　７月７日の七夕飾りは、五色の短冊や稽古ごとの上達など、家族それぞれの思い思い
の願い事を書いて笹竹につるす。いもの葉に宿った水滴で墨をすると字が上手になると
いい、盥に水を汲み水に映る星の明かりで五色の糸を針に通すと裁縫が上達するといわ
れた。七夕送りといい、笹竹を川に流すのが習わしで、天の川に流れついたら願い事が
叶うといわれる。

ナノカ日 　昔は７月７日を「ナノカ日」といい、早朝墓の掃除をした。盆中に使う柳の枝の盆箸
を作った。昔はこの日子供が未明に流水で髪を洗う習わしがあったという。

　 ２　春の行事

　 ３　夏の行事

　 ４　盆の行事
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　 ５　秋の行事

　 ６　冬の行事

　 ７　正月の準備

名　　称 内　　　　　　　　　　　　　　　容

宵盆

　13日迎え盆の日で、庭前で迎え火をたき、盆棚（精霊棚）を設え位牌を移し、野菜の
きゅうりで馬をつくり、なすで牛をつくり、足は柳でつくる。また新調の茶碗に水茶を
供え、素麺・若布・柿垂れを飾り盆提灯をさげる。新仏（新盆）の家は高灯籠を掲げる。
新盆には白張提灯を用いるのが習わしで、兄弟や親せきなどから贈られる。

盂蘭盆 　14日家中そろって墓参りをする。新盆の家の近親者は予め提灯などを贈り、当日は盆
礼として饂飩などを贈答する。

生盆 　15日は嫁・婿は生家へ帰り、父母の盆礼をする。

仏流し 　16日仏流しと称して、供え物をキュウリやナスに盆箸で足をつけ馬や牛にして一緒に
川へ流す。盆棚の位牌を移す。送り火を焚いて霊を送る。

盆踊り 　盆中の３日間は各地の神社や学校で櫓を立て盆踊りをする。

月見・芋名月
　８月15日（陰暦）根茎の里芋・枝豆・小豆飯などを縁側になどの農作物と、団子とス
スキなど秋の七草を月に供える。この日は、秋の山の神講の日で講中の人は当番の家に
集まり宴を催した。

九曜の節句 　昔は菊の節句ともいい、新糯の強飯を神棚に供え、菊花を浸した酒を飲んで祝ったと
いう。

虫供養 　昔は10月10日農作業に殺生した虫類の供養を寺院で行う。また大根の年取りといって、
この日は大根畑に入らなかったという。

えびす講
　昔は10月20日のえびす講は、神無月ですべての神が出雲へ出かけ、戎様だけが残って
いるといわれ、農家では神棚に生きた鮒を供えて収穫を祝い、商家では神棚に鮒と帳簿・
算盤を上げて商売繁盛を祝ったという。

大師講 　昔は10月４・14・24日は大師講で、大豆や小豆の飯や団子を作り、粥膳の五菜を盛り、
長短の箸を添えて大師様に供えたという。

かっぱらい朔日 　12月１日は川浸りといって、水難の恐れのある日とされ、餅を搗き餡餅を食べる。こ
の小豆をなめると水難を除けるという。

お祭り八日 　昔は12月８日にお降りの神様が出雲大社に帰る日で、朝早く餅を搗き神棚に供え戸を
開け放っておいたという。

おやっけ（親子会）
　昔は12月８日嫁が実家へ豆腐やこんにゃくを持って行く。「ひざなおし」ともいい嫁が
実家でくつろぐためと言われる。実家の親は粥餅（小豆粥に餅を入れたもの）を馳走し
たという。また、この日は針供養でもあります。

すすはらい 　時日は一定していないが、12月下旬の適当な日を選んで、すすはらいをし、家中を整
頓した。歳神を迎え、お正月を祝い用意をする。

松迎え 　門松用の松は山へ行って幣束を木にしばり、オサゴ（米）をまき明きの方角を拝み採る。
飾るときには風呂に入り身を清めてから行う。

節納豆 　正月用の納豆をねせる。この時良くねる（できる）ように「ねろ」という。ねせた納
豆は最初に年徳神に供える。

節餅
　正月用の餅をつく。29日は苦餅、31日は一夜餅といって搗くのを避ける。お供え用の
餅は丸く作り神棚・年徳神・御先祖様・御釜様には三つ重ねにする。井戸・蔵・牛小屋
などには二つ重ねにして供える。

しめ縄

　しめ縄を作る時に手に唾の代わりに水をつけて行い、そのひねり方は左撚りにする。
しめ飾りは、神棚・年徳神・門松・氏神様・仏壇・御釜様・水神（井戸）・風呂・臼・若
水汲みの手桶などのほか、各部屋にも飾る。しめ飾りは30日の所や大晦日の所もある。
これが終わると正月の準備がほぼ整えられる。

門松参りと年取り

　大晦日は年取りで、門松参りが行われる。年男が風呂に入り身を清めてから松飾りや
棚飾りをする。家中の者が門松様（神棚）の前に集まり、謡をあげて拝む。年取りの食
事は神棚を飾り、しめ縄をはってから食べる。昔は夕方に門のところで正月様を迎える
火を焚いたという。
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第４節 おおたま遺産の保存・活用の課題 

 

本村においては、有形文化財・無形文化財・民俗文化財・記念物等の調査、保存、継承は行われ、

また、埋蔵文化財の調査・研究・公開も行われています。さらに、本構想策定のために「おおたま

遺産」の既存資料調査・現地調査も行いました。 

これらの調査結果と以下の本構想策定の目的と照らし合わせると、「おおたま遺産」の保存・活

用の課題について６つの分野から見えてきました。 

策定の目的「文化財を総合的に把握し、有形・無形、指定・未指定にかかわらず様々な文化財を

歴史的・地域的関連性に基づき一定のまとまりとして捉え、住民の地域への理解、地域に対する誇

りの向上、地域との連携協力の推進、行政内との連携の促進を醸成し、文化財とその周辺環境も含

めて総合的に保存・活用する」というものです。 

 

（１）保存に関する課題 

今回歴史文化基本構想策定をとおして、住民の地域への理解、地域に対する誇りの向上のために、

「おおたま遺産」に対する意識の向上、調査・研究を行い価値や情報の共有の必要性を確認しまし

た。このためは魅力ある歴史文化のわかり易い情報を提供し、保存・継承が図られることが必要で

す。また、保存、継承、発展を図る人材の育成も必要となります。 

 

自 然 歴 史 産 業 

・いぐね、石造文化財等の散策路の

調査、設定、周辺環境の整備 

・景観の保全 

・調査研究、文化財台帳の作成 

・防犯、防災体制の強化と所有者、

管理者への防災・防災知識の普及 

・おおたま遺産の実態把握及び調

査・研究 

・文化財所有者への負担軽減 

・指定の推進 

・いぐね、石造文化財等の散策路の

案内図・案内板の作成 

・古墳の計画的な発掘調査 

・古墳等の散策路の調査、設定、周

辺環境の整備 

・村内神社仏閣の調査研究、資料公

開 

・所有者、管理者、専門家、行政間

等での情報の共有と保存管理体制

の整備 

・調査研究、文化財台帳の作成 

・防犯、防災体制の強化と所有者、

管理者への防災・防災知識の普及 

・おおたま遺産の実態把握及び調

査・研究 

・文化財所有者への負担軽減 

・指定の推進 

・古墳等の散策路の案内図・案内板

の作成 

・トロッコ道、近代化遺産の散策路

の調査、設定、周辺環境の整備 

・所有者、管理者、専門家、行政間

等での情報の共有と保存管理体制

の整備 

・調査研究、文化財台帳の作成 

・おおたま遺産の実態把握及び調

査・研究 

・指定の推進 

・トロッコ道、近代化遺産の案内

図・案内板の作成 

 
 

表 11「おおたま遺産」各分野にける課題一覧 
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の作成 
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民俗芸能 伝 承 風俗慣習 

・現在継承されていない「田植唄」

再現 

・保存、継承、発展を図る人材の育
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・所有者、管理者、専門家、行政間

等での情報の共有と保存管理体制

の整備 

・文化財所有者への負担軽減 

・映像記録等による保存 

・文化財の公開 

・昔話の採話、調査研究 

・八幡太郎義家、文覚上人の伝説に

係る散策路の調査、設定、周辺環境

の整備 

・おおたま遺産の実態把握及び調

査・研究 

・映像記録等による保存 

・八幡太郎義家、文覚上人の伝説に

係る散策路の案内図・案内板の作成

・村内神社仏閣の調査研究、資料公
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・おおたま遺産の実態把握及び調
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・防犯、防災体制の強化と所有者、
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（２）活用に関する課題 

保存に関する課題を解決するうえでも、児童・生徒・住民への広報活動、各種団体等による文化

財の魅力の発信、さらに、文化財所有者等の理解を得て文化財の魅力を感じる機会の提供が必要と

なることから、「生涯学習と学校教育等の連携」、「観光資源としての活用」、「文化財の公開」

が課題として挙げられます。 

 

①「おおたま遺産」の生涯学習・学校教育等の連携による活用 

「おおたま遺産」の公民館講座や学校教育での周知を図り、郷土の魅力を伝え、感じる仕組み 

を構築する。 

②「おおたま遺産」の調査研究の推進体制の整備 

住民による「おおたま遺産」の調査研究ばかりではなく、大学等との研究機関と連携し調査 

  研究を推進する。 

③「おおたま遺産」の観光資源としての活用 

住民をはじめ村や関係機関等が「おおたま遺産」の魅力を認知し、散策路の整備・案内図・案

内板の作成等を行い観光資源として活用する体制を構築し活用を図ります。 

④各種施設や各種イベントとの連携を図り「おおたま遺産」の情報発信 

あだたらの里直売所やアットホームおおたま、さらに、各種団体で行われるイベントにおいて

も「おおたま遺産」の魅力を伝える情報発信の仕組みを構築し推進する。また、「おおたま遺産」

を記録映像として収め、編集しＳＮＳ(Twitter や Facebook 等)での情報発信の仕組みを構築し

推進する。 

⑤文化財の公開 

所有者の理解・協力を得て文化財の積極的な公開を行い文化財の魅力に触れ、新たな「おお 

たま遺産」を発見する機会とする。 
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⑥村歴史民俗資料館「あだたらふるさとホール」の展示の充実と収蔵施設の拡充 

企画展・特別展において「おおたま遺産」周知・公開を図ります。さらに、資料・史料の充 

実のため収蔵施設の拡充を図ります。 

 

 
 

 

あだたらふるさとホール あだたらふるさとホール展示状況 
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第４章 大玉村の保存活用区域 

 

今回の大玉村の歴史文化基本構想のテーマ「安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村」と、自然、

歴史、産業、民俗芸能、伝承、風俗慣習という６つの視点で捉えた文化財の状況と第３章第２節で

述べた歴史文化の特性から、以下の３点を区域設定の観点として、４つの保存活用区域設定をしま

した。 

①住民が歴史文化に親しみを持てる区域設定 

②住民の意識向上の観点から大玉村全域におけるバランスを考慮した区域設定 

③観光への活用の観点から利便性や情報発信を考慮した区域設定 

 

「あだちの王の里」は、大山地区に残る古墳が約４㎢の範囲に密集し、時代の幅が広く造られて

います。その古墳群のほぼ中央に「あだたらの里直売所」もあり、観光や村の情報発信に大きな役

割を果たすものと考えられます。さらに、古墳を散策するルートとしても活用を図れるものと考え

ています。 

 

「いぐねの里」は、いぐねは古くから生活に根ざして造られたもので、郷愁を誘い、住民の郷土

愛や誇りの醸成ができるものと考えています。また、いぐねのある景観を観光資源とし、さらに散

策するルートとしても活用を図れるものと考えています。 

     

「トロッコ道の里」は玉井地区に敷設されていました。この軌道はまさに安達太良山が育んだ豊

かな森林資源がもたらしたものです。この軌道周辺には、おおたま遺産が多く残されて、名所・旧

跡を知る散策するルートとしても活用を図れるものと考えています。 

  

「源流の里」は、豊富な水の源泉地帯で大玉の歴史・自然・暮らしを支えているところです。杉

田川上流の遠藤ヶ滝には平安時代末期の文覚上人遠藤盛遠の伝説も残されています。大玉村の 古
いにしえ

を知ることのできるものです。また、アットホームおおたま隣の「森の民話茶屋」においては、語

り部が昔話や伝説などを語り伝え観光や村の情報発信に大きな役割を果たすものと考えられます。 

 

最後に、大玉村歴史民俗資料館「あだたらふるさとホール」・「あだたらの里直売所」を、大

玉村を訪れる人々へ村の魅力を紹介し、交流の便宜を図り、情報の発信の場として活用を図りたい

と考えています。 

 

 

 

 

 
上：あだたらの里直売所 

右：森の民話茶屋               
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玉村を訪れる人々へ村の魅力を紹介し、交流の便宜を図り、情報の発信の場として活用を図りたい

と考えています。 

 

 

 

 

 
上：あだたらの里直売所 

右：森の民話茶屋               

 

 

第４章 大玉村の保存活用区域 

 

今回の大玉村の歴史文化基本構想のテーマ「安達太良山とともに生きる輝かしい大玉村」と、自然、

歴史、産業、民俗芸能、伝承、風俗慣習という６つの視点で捉えた文化財の状況と第３章第２節で

述べた歴史文化の特性から、以下の３点を区域設定の観点として、４つの保存活用区域設定をしま

した。 

①住民が歴史文化に親しみを持てる区域設定 

②住民の意識向上の観点から大玉村全域におけるバランスを考慮した区域設定 

③観光への活用の観点から利便性や情報発信を考慮した区域設定 

 

「あだちの王の里」は、大山地区に残る古墳が約４㎢の範囲に密集し、時代の幅が広く造られて

います。その古墳群のほぼ中央に「あだたらの里直売所」もあり、観光や村の情報発信に大きな役

割を果たすものと考えられます。さらに、古墳を散策するルートとしても活用を図れるものと考え

ています。 

 

「いぐねの里」は、いぐねは古くから生活に根ざして造られたもので、郷愁を誘い、住民の郷土

愛や誇りの醸成ができるものと考えています。また、いぐねのある景観を観光資源とし、さらに散

策するルートとしても活用を図れるものと考えています。 

     

「トロッコ道の里」は玉井地区に敷設されていました。この軌道はまさに安達太良山が育んだ豊

かな森林資源がもたらしたものです。この軌道周辺には、おおたま遺産が多く残されて、名所・旧

跡を知る散策するルートとしても活用を図れるものと考えています。 

  

「源流の里」は、豊富な水の源泉地帯で大玉の歴史・自然・暮らしを支えているところです。杉

田川上流の遠藤ヶ滝には平安時代末期の文覚上人遠藤盛遠の伝説も残されています。大玉村の 古
いにしえ

を知ることのできるものです。また、アットホームおおたま隣の「森の民話茶屋」においては、語

り部が昔話や伝説などを語り伝え観光や村の情報発信に大きな役割を果たすものと考えられます。 

 

最後に、大玉村歴史民俗資料館「あだたらふるさとホール」・「あだたらの里直売所」を、大

玉村を訪れる人々へ村の魅力を紹介し、交流の便宜を図り、情報の発信の場として活用を図りたい

と考えています。 

 

 

 

 

 
上：あだたらの里直売所 

右：森の民話茶屋               
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第５章 おおたま遺産の保存・活用 

第１節 基本方針 

 

今回の村の「おおたま遺産」の状況と課題、さらに、望ましい文化財保護の姿である「価値の共

有化」・「保存・管理」・「公開」・「活用」の観点から、住民、文化財保有者、専門家、行政な

どの協力と参加を得ながら、第１章第３節構想の位置付けにもあります本構想のテーマ「安達太良

山とともに生きる輝かしい大玉村」の推進を図るため保存・活用の基本方針を定めます。 

 

①価値の共有化 

ア 歴史と文化を活かしたむらづくり推進 

住民一人ひとりが様々な観点から「おおたま遺産」の価値を共有するために、地元を学ぶ

「おおたま学」を創造し村の歴史・文化・自然・人物等について学ぶ機会の拡充を図ります。

また、おおたま学の項目にそれぞれ番号を付して、終わりなく積み重ねます。この積み重ね

により文化財台帳のなお一層の整備やデータベース化を推進していきます。 

  さらに、おおたま学を継続するためにも、「おおたま遺産」の把握、調査研究も要するた 

め、専門職員を配置し充実を図ります。また、この調査研究により文化財指定を推進してい 

きます。 

 

②保存・管理 

ア 住民の主体的な保存・管理 

文化財「おおたま遺産」の保存・管理は、住民の暮らしとともにあることが重要です。住

民の意思によって住民が主体となって保存・管理を図ります。さらに、地域ぐるみでの文化

財の盗難や汚損等防犯意識の向上を図ります。 

 

イ 世代を超えた継承発展への支援 

    文化財は、親から子へ、子から孫へと伝えることが大切です。身近な生活の中で人を育 

て、引き継いでいくものとして、世代を超えた継承発展が重要なものと考え、住民による継 

承発展活動の支援を推進します。 

 

ウ 文化財指定・登録の推進 

    貴重な「おおたま遺産」の保存・継承を図るため、指定や登録を推進します。特に、大山 

  地区に密集して存在する古墳群の計画的な調査を行い、土地所有者との協議を進め、史跡指 

定を推進します。 

   

エ  防災体制の整備 

     防災の基本理念である「自助」・「互助」・「共助」・「公助」により、地域ぐるみで文 

   化財の防災対策を推進し、文化財への防災意識の普及を図ります。  

 

オ 収蔵スペースの確保 

     増加する収蔵品に対する収蔵スペースの拡充を図ります。 
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③公開 

ア 文化財の一般公開の推進並びに公開環境の整備 

    文化財所有者との調整を図りながら、文化財の一般公開の推進、散策ルートなどの案内板 

  設置や周辺環境整備を図ります。 

 

④活用 

ア 学校教育・生涯学習での「おおたま遺産」の活用の充実 

    おおたま学を学校教育や生涯学習などにおいて活用し、「おおたま遺産」を活用した学校 

  教育・生涯学習を推進します。 

 

イ 村内の施設を活用した情報発信 

  あだたらふるさとホールにおいて様々な体験、魅力ある「おおたま遺産」の情報発信、さ

らに、あだたらの里直売所・アットホームおおたまなどを利用し、魅力の情報発信の充実を

図ります。  

 

ウ 映像記録の発信 

     記録保存のためなどに撮影された映像等をＳＮＳ(TwitterやFacebook等)活用し、情報発 

   信の充実を図ります。 

 

エ「おおたま遺産」の観光資源としての活用 

      村内に各所に存在する多くの「おおたま遺産」をいろいろな観点から多様なストーリーを設 

定し、観光資源として活用を図ります。 
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第２節 構想実現へ向けた体制整備 

大玉村歴史文化基本構想の推進にあたっては、所有者、住民、各種団体、学識経験者、行政など

が協働・連携して取り組んでいくことが重要です。本節においては、この構想を効果的に機能させ

ていくための各主体の役割、推進の体制、今後の課題について整理します。 

 

（１）歴史文化基本構想推進の各主体の役割 

①文化財所有者の役割 

「おおたま遺産」を大切に保存し、次代に継承していくとともに、可能な範囲においてこれを公

開するなど、その活用を推進する役割が期待されます。 

 

②住民の役割 

身近な地域の「おおたま遺産」に関心を持ち触れることによって、文化財の価値を共有するとと

もに、むらの財産として次代に受け継いでいくため、維持管理や活用など、「おおたま遺産」を活

かしたむらづくりへ主体的に参加する役割が期待されます。 

 

③各種団体の役割 

それぞれの活動を通じて、「おおたま遺産」の魅力を伝えていくとともに、維持管理活動への参

加をはじめ、「おおたま遺産」を活かしたむらづくりを推進する役割が期待されます。 

 

④学識経験者の役割 

専門知識を活かし、「おおたま遺産」の調査・研究に協力し、指導・助言を行うとともに、所有

者等による維持管理や活用を支援する役割が期待されます。 

 

⑤行政の役割 

「おおたま遺産」の保存・活用の方向性を示し、調査研究を行い、「おおたま遺産」に対する意

識の高揚を図るとともに、所有者や各種団体による維持管理や活用を支援するなど、「おおたま遺

産」を活かしたむらづくりを推進する役割を担います。 

 

（２）推進の体制 

①住民や各種団体との連携と協議会の設置 

「おおたま遺産」の保存活用についての情報を共有化し、連携した取り組みを推進するため、住

民や各種団体を構成員とする協議会を設置します。歴史文化基本構想の内容を周知するとともに、

住民や各種団体との連携・協働を進めます 

 

②職員の「おおたま遺産」に対する理解向上 

大玉村職員が一丸となって「おおたま遺産」の魅力を伝えていくため、知り、学ぶ職員研修を行

います。さらに、「おおたま遺産」の魅力を伝えていくとともに、その価値をしっかりと把握し、

広めていくため各分野の専門職員の充実・育成を図ります。 

 

③関係部局との連携 

「おおたま遺産」に関わる関係部局の連携強化を図り、新たな取り組みや施策・構想見直しにつ

いても検討します。 
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（３）今後の課題 

①構想の住民への周知 

本構想に基づき、住民の主体的参加によって本構想の推進を図っていくためには、「おおたま遺

産」を理解し、郷土への愛と誇りの醸成することが大切です。 

そのためには、「おおたま学」の推進、学校教育・生涯学習での「おおたま遺産」の活用の充実

等により、周知・理解に努める必要があります。 

 

②「おおたま遺産」保存・活用に向けた計画の策定 

本構想で示した方針に基づき、「おおたま遺産」の保存・活用を具現化していくためには、その

取り組み内容を明確にしていくことが求められます。 

そのためには、「おおたま遺産」を活かしたむらづくり等に向けた計画策定を検討する必要があ

ります。 

 

③周辺都市との連携 

本構想では大玉村域にある「おおたま遺産」を対象としていますが、歴史や文化は大玉村域で完

結しているわけではなく、村外にある文化財を含めた展開を図ることでより魅力が高まります。 

大玉村と同じく安達太良山の麓にある二本松市・本宮市と連携し、魅力を高める取り組みを行う

必要があります。 

 

④構想の見直し・更新 

今後の調査・研究により、「おおたま遺産」が明らかになった場合等は、それらを本構想では未

設定であった関連文化財群として位置づけることが求められます。また、時代の経過に伴い、社会

的状況や価値観の変化などへの対応や「おおたま遺産」の保存・活用の取り組みの進展により、構

想の一部見直しが必要となることも予想されます。 

そのため、一定期間経過後、村の総合計画の見直しなどに合わせ、広く住民の意見を反映しつつ、

内容の更新を図っていく必要があります。 
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